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○司会（武市財務局長） それでは、これより業界団体の皆様とのヒアリング、意見交換

会を始めます。まず初めに東京都公衆浴場業生活衛生同業組合の皆様でございます。どう

ぞお願いいたします。 

（東京都公衆浴場業生活衛生同業組合 入室） 

（要望書手交） 

○司会（武市財務局長） ありがとうございました。どうぞご着席をお願いいたします。

それでは東京都公衆浴場業生活衛生同業組合の皆様との来年度予算に向けての意見交換会

を開始させていただきます。では都知事からお願いいたします。 

○小池知事 毎年、こうやってヒアリング、直接させていただいておりまして、三度目に

なります。公衆浴場、憩いの場であり、高齢者にとりましては健康増進や見守りにもなる

ということで、また、どうやってつないでいくか、承継していくかということで、公衆浴

場活性化支援実証事業ということを実施をいたしております。私も（参加させていただい

て）開講式にも臨ませていただいたということでございます。それでは早速、皆様方から

ご要望を伺うことといたします。 

○東京都公衆浴場業生活衛生同業組合  はい、ありがとうございます。先ほどのお話の

中で、経営コンサルタントを派遣していただきまして、具体的な施策というものを勉強さ

せていただきました。その中でもう、実際に動いているお風呂屋さんもあります。お金を

かけずとも、アイデアでもって集客を進めるということもやっておりますので、これから

そういった施策を今、十浴場を選定をいたしまして、そこで実際にやっていこうじゃない

かというふうに考えております。 

 それからもう一つは、浴場経営をやってみたい、或いはお手伝いしてみたいという方々

が、結構たくさんいらっしゃるんですね。で、マッチング事業というものも含めまして、

そういう方々もこれから引き続いて交流会をしていきたいなと。で、交流会の中で、もし

手が挙がっているお風呂屋さんがあって、どうしてもなかなか経営ができないよという場

合があるわけですね。年取ってしまって。そういった場合に、マッチングできるのではな

いのかなと思っておりますので、そういったようなこともやっていきたいと思っておりま

す。 

 それから、組合としては、この実証事業を聞いていて非常に良くわかったのが、一番印

象に残ったのが、我々20年 30年前と同じ仕事をしている、営業をしている方、結構多いん

ですよ。ところが、時代が変わってくるということは、我々も時代のニーズに合わせて考

え方も、それから我々の姿勢も変えていかなければいけないということに、かなり皆さん、

気付き始めていると思いますので、それはいい傾向かなと思います。 

 それから、大変なことというか、結構、浴場の経営の中でも、お年を召した方とか、経

営に対してネガティブな方もいらっしゃるんですけれども、そういう方々にも、努力する

ようにということで、我々一生懸命、意識の改革をしてほしいということでやっておりま

す。そんなことでこの事業が、実りあるものにしたいというふうに思っております。 
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 また、前年度いただきました、YoutuberによるＳＮＳの話なんですけれども、去年の 11

月、今年の２月に動画を出していただきました。それで現在、64万、世界で 64万の再生回

数をやっております、見ていただいております。そのお陰かどうかわかりませんけれども、

外国の方が結構いらっしゃるようになりまして、この間も、私のところなんですけれども、

母が、90歳でフロントやってました。その時にスペインの方がいらしたんですね。それで、

全然日本語喋れないんで、私の母も 90歳なんで全然喋れない。そこでなんかすったもんだ

すったもんだしてる時に、次に来た 40代の男のお客さんなんですけど、その人が少しその

英語喋れるんで、話を聞いたらば、現金を持ってないって言うんですね。カードしか持っ

てないって。我々の業界ってなかなか現金扱いが多いんで、じゃあ、どうしようかってい

うことになったら、そのお客さんが、460 円をそのスペインの方の分も払っていただいて、

一緒にお風呂入ったと。一緒に入って、裸の付き合いで、なんか英語でしどろもどろ話を

して出て来て、で、スペインの方、あとなんですけど、その 40代の方は出て来て、さっき

つながんなかった英語をメモに、スマートフォンで引いて、書いて、それをその時に私が

フロントに変わったんで、その話を聞いて、じゃあ、お渡ししますよっていうことで・・・、

それでお水も買って、多分そのスペインの方、喉渇くだろうから、現金ないからお水も渡

して下さいって、そのお客さん、お金出して買ってくれて、私も出してあげた。日本人っ

て、やっぱりおもてなしすごいなと。それで、更に、次どこに行くのって言ったら、シン

ガポール行くって言うんですね。で、しょうがないから、夜中 12時ですから、カードを使

えるタクシーを呼んで、それで国際ターミナルに行ってくれということで、お風呂から出

て、帰してあげたと。そんな状況が実際にありまして、これはすごいなと、日本のおもて

なしなんだなというふうに思いました。 

○小池知事 Youtuberの Youをお湯にすればいいんじゃない？ 

○東京都公衆浴場業生活衛生同業組合 いい、それ。私ね、少し考えたのが、寿司、相撲、

銭湯。これ、３Ｓでもって世界語にしたいなっていうふうに。もう寿司、相撲はなってる

んですね。銭湯をぜひね、世界語に挙げたいということで頑張っております。 

それからあとは、受動喫煙防止。これはお陰様で、私ども 10 年かかったんですけども、

今年の２月に全浴場が 100％、禁煙・分煙になりました。それを受けて、今、今月の 12 日

に、全国の浴場代表者会議がありまして、そこで東京の話をして、「じゃあ、全国でもって、

禁煙・分煙をやろう」ということで、旗揚げしまして、各県でもこの動きに入りました。

はい、ありがとうございます。 

それから、我々の場合、あとこの要望書にもあるんですけれども、１番の３番目のとこ

ろが先程のお話でございました。 

それから、耐震化。２ページ目の２番のところでございます。ここで、実は今年、いろ

んな災害がありました。大阪、それから北海道、西日本。で、我々の業界も、各県でもっ

て、それなりに災害救助法適用で無料入浴とか頑張ってやっております。そんな中で、ぜ

ひ、我々は、東京でもし直下型とか南海トラフ地震があった場合に、なんとか自分達も倒
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れないようにしたい。それから、もしそういうことがあった時に、無料入浴の支援もした

いということでありますので、大きな災害が発生した時にも耐震化について、予算の充実

を是非お願いしたいなと思っております。はい。 

○小池知事 煙突ね？ 

○東京都公衆浴場業生活衛生同業組合 煙突、この間の台風でもね、やっぱり折れたんで

すよ。ですので、是非、煙突の方の補修も耐震ということでやらせていただきたいと思っ

ております。そんなようなところでございます。 

○司会（武市財務局長） はい、どうもありがとうございました。では、知事からまずお

願いいたします。 

○小池知事 はい、色々と地域交流ならぬ世界交流の話まで伺わせていただきました。 

利用促進事業補助ということで、ホームページを多言語化したり、web1010（セント―）

の配信などなどということで、30 年度、今年度、1,700 万付けておりますけども、要求同

様ということでございます。利用者の拡大や経営の安定化を図るということでございます

ので、それから世界的にも発信するなど、本当にチャレンジしていただきたいと思います。

それによって、やはり経営の継続・安定ということに繋がるのではないか。ただただ座し

ているだけでは、どの業界もそうでありますけれども、是非チャレンジしていただきたい

し、何よりも文化を守っていただきたいと思いますので、引き続き取組を進めてまいりた

いと思います。 

それから、地域交流拠点事業補助ということも同じでございまして、地域の交流拠点と

しての引き続きの支援を行なってまいります。 

それから、活性化支援実証事業、こちらの方につきましても、同様に経営者の高齢化や

後継者不足などなど、課題は山積してるかと思いますので、引き続き取り組み進めてまい

ります。 

今の耐震化でございますけれども、こちらの方も、施設の耐震化は必要不可欠でござい

ますので、しっかりとした支援を行ってまいりたいと、このように考えております。私の

方から以上です。 

○司会（武市財務局長） はい、何か他にありますかね。理事長の方からございますか。 

○東京都公衆浴場業生活衛生同業組合 そう、大丈夫です。はい、大丈夫です、はい。と

にかく、実が実るように色々なことにチャレンジしていきたいなというふうに思っており

ます、はい。よろしくお願いいたします。ありがとうございます。 

○司会（武市財務局長） はい、どうもありがとうございました。では以上をもちまして、

意見交換会終了とさせていただきます。また引き続き連携の程よろしくお願いいたします。 

○東京都公衆浴場業生活衛生同業組合 ありがとうございました。 

（東京都公衆浴場業生活衛生同業組合 退室） 

○司会（武市財務局長） はい、どうもありがとうございました。では続きまして、東京

商工会議所の皆様でございます。 
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（東京商工会議所 入室） 

（要望書手交） 

○司会（武市財務局長） はい、それではどうぞご着席をお願いいたします。それではこ

れより東京商工会議所の皆様との意見交換を始めさせていただきます。まず、冒頭知事か

らお願いをいたします。 

○小池知事 連日お越しいただいております、ありがとうございます。昨日の意見交換会

もお陰様で、皆様方と率直な考え方の交換ができたかと大変うれしく思うところでござい

ます。本日は、31 年度の予算編成を前にいたしましての直接のご要望をお聞かせいただき

たいということでございます。ぜひ、経済が活発であることが、東京の最大のエネルギー

に繋がりますので、皆様方の今後の方針や、また直面されておられます課題等伺わせてい

ただければとこのように思っております。 

それから西尾様におかれましては、東京と日本の成長を考える検討会、東京商工会議所

を代表してお越し、ご参加いただきましてありがとうございます。これから、益々佳境に

入りますけど、やはり東京が、日本経済を牽引する、その役目をしっかりと果たせる、そ

の環境を確保していきたいと思っております。どうぞ今後ともよろしくお願いいたします。

今日はありがとうございます。 

○司会（武市財務局長） それでは、どうぞ、副会頭、座ったままで結構でございますの

で、はい、お願いいたします。 

○東京商工会議所 どうもすみません。連日本当にありがとうございます。東京商工会議

所で副会頭、中小企業委員長を務めております、大久保でございます。今日はこのような

貴重な時間をいただきまして本当にありがとうございます。まず最初、私から一言ご挨拶

申し上げます。 

知事もご存じのように、東京都内の中小企業の景況感というのは穏やかな回復基調が続

いておりますけれども、反面、深刻な人手不足がありまして、受注機会喪失とか、人材採

用難から受注量を抑制しているという企業も数多く伺っているという現状がございます。

そういった中でも、本年度、賃上げを実施した企業というのは予定も含めてですけども、

約 60％に上るということで、人材定着のためには賃金引上げをするより仕方ないんじゃな

いかなというふうに思っています。また一方で生産性向上働き方改革や事業承継、創業促

進等の課題もあって、中小企業を取り巻く環境っていうのは、刻々と課題が山積してるん

じゃないかなと思っております。 

その一方で、革新的なサービス開発によって、新たな需要を喚起する企業家とか、新製

品・新分野に果敢に挑戦する企業も東京都に多く存在しておりまして、東京というのはそ

ういう面で十分ポテンシャルを秘めている魅力ある都市だということも言えるんじゃなか

と思います。小池都知事におかれましては、本年２月に設置されました、東京中小企業振

興有識者会議において、東京商工会議所を始めとして、様々な立場の意見を集めていただ

いて、都内中小企業の現状を分析し、課題の把握を進めていただいていること、感謝して
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おります。 

現在、策定に向けて取り組んでいただいている中小企業振興に関する中長期ビジョン、

その実現に向けた政策立案は、活力ある東京の担い手である都内中小企業の成長を後押し

するものとして大変に期待しております。有識者会議においては、本当私からも数々の意

見を申し上げさせていただきましたが、是非とも、今日お願いしたいのは、本年７月に当

商工会議所が取りまとめました中小企業に関する重点要望を、来年度予算に是非反映して

いただきたいということをお願い申し上げたいということでございます。 

商工会議所としましては、地域の総合経済団体として、中小企業や小規模事業者の支援

を通じまして、活力ある東京づくりに邁進する所存でございます。どうぞよろしくお願い

します。詳しいことについては、この後、石田専務より要望内容についてご説明させてい

ただきます。よろしくお願いします。 

 専務理事の石田でございます。東京都におかれましては、常日頃から当商工会議所が行

っている経営改善普及事業に力強いご支援をいただいておりまして大変ありがとうござい

ます。中小企業・小規模事業者の課題解決を実現し、成長発展をサポートするため、現在

も毎年 12万件を超える相談に寄り添う形で対応をさせていただいておりますが、このため

に 170名の経営指導員が本部の中小企業相談センターと 23区の支部、そして高度な経営相

談に関しましては地域持続化支援事業、ビジネスサポートデスクと言っておりますが、４

拠点にて対応させていただいております。この拠点事業も都の支援をいただきながら、今、

４年目を迎えておりますが、昨年度の相談件数約 7000件というところにきております。 

 ちょっと今、都内の中小企業の現状につきましてお手元の資料で簡単にご説明をさせて

いただきというふうに思います。この上段のところにいくつかグラフを入れさせていただ

いておりますが、左上のところで、まずは都内の中小企業６割が人手不足ということで回

答をいただいています。特に建設業、サービス業といった労働集約的な業種における人手

不足感が非常に深刻になっているということで、人手不足の解決策として、やはり生産性

の向上あるいは女性・高齢者等の更なる労働参画のための働き方改革の促進が必要不可欠

であろうと思います。また生産性の向上については、ＩＣＴの利活用が欠かせないわけで

すけれども、この次のグラフを見ていただきますと、実際に実施をしている中小企業の割

合は、尚まだ５割程度ということで、まだまだこの分野の対応が遅れているということで

ございます。 

 で、一番右側のグラフを見ていただきますと、まさに多くの経営者が経営交代期を迎え

る今、大事業承継時代と言われているわけですが、その中で事業を継続する予定だけども

後継者がまだ決まっていないという企業が約半数あるということで、昨年度、事業承継税

制の抜本改正を実現したわけですが、この事業承継の早期着手の促進が重要だというふう

に考えております。そういうこの３点を背景に今年の要望につきましては、３本柱という

ことでお願いできればというふうに思っております。中小企業の生産性向上に向けた高付

加価値化と効率化の取組支援、成長ステージに合わせた支援の強化、それと持続的な成長
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を実現するための環境整備ということでございます。具体的な内容については西尾常務に。 

 はい、常務理事の西尾でございます。石田専務理事より、中小企業が今抱える課題につ

いて説明がありましたけれども、それを受けまして、都庁さんの方に対しまして要望させ

てもらいたいなと思っております。 

まず一つ目の柱につきましては、やはり中小企業の生産性向上に向けた高付加価値化と

効率化の取組の支援ということであります。昨年、私ども、東京商工会議所の方で生産性

向上に向けた事業者の取組内容とその効果について調査させていただきました。そういっ

た中で生産性向上に短期的な効果が大きい項目は、やはりＩＣＴの利活用と設備投資であ

るということが結果として出ました。そのために第一点目としまして、ＩＣＴ投資促進に

向けて政策的な投資を求めております。現在、上限 50万円の国のＩＣＴ導入補助金という

のがありますけれども、東京都でも実施していただいております上限１億円の革新的事業

展開設備投資支援事業があります。 

私どもがもう一点ここの中で要望させてもらいたいのが、その中間的な位置にあるハー

ドやシステム構築等を対象としました上限 1000万円程度の補助金を新たに創設していただ

ければと思っております。また、ＩｏＴやＡＩロボット等の先端技術・産業に取り組む企

業を増やしていくため、まずは、中小企業が導入を検討しやすい安価で手軽な身の丈のＩ

ｏＴの促進が必要であると思っております。導入事例の積極的な発信や機器導入に向けた

知識習得の支援をお願いしたいと思っております。 

次に右側をちょっとご覧いただきたいと思いますけども、「多様な人材の活躍や働き方改

革を通じた生産性向上の推進」では深刻な人手不足に対応するため中小企業の魅力発信強

化、また人材採用に対する支援がＴＯＫＹＯ働き方改革宣言企業の制度の周知、テレワー

ク、サテライトオフィスもありますけども、そういった普及の推進を私どもと一緒になり

ながらまた進めていただければ非常にありがたいなと思っております。 

次に３点目でございますけれども、「事業承継や人材育成を通じた生産性向上の推進」と

いうことになります。昨年、当商工会議所が調査したところによりますと、30代から 40代

前半で事業を引き継いだ後継者は、その後やはり時代に合った経営に取り組みまして、業

況を拡大させるという割合が非常に高いという結果が出ております。そのため早期の事業

承継促進による生産性向上を実現するという新たな観点から事業承継のプレ承継支援とい

うものを強化していただきたいなと思っております。 

下段の左側をご覧いただきたいと思います。２つ目の柱でございますけども、「成長ステ

ージに応じた支援の強化」では、創業前後から成長期、事業承継期と各ステージに沿った

支援が必要となっております。それぞれ記載してあります。創業の活性化に向けては都立

高校や大学における起業家精神、起業家教育の推進を、また事業承継では本年度抜本改革

された事業承継税制を利用するにあたって、自社株式の評価額算定の支援並びに５年以内

に東京都へ提出が必要となる特例承継計画の策定に向けた周知や利用促進を強力にお願い

したいと思っております。合わせまして、各成長ステージの中小企業・小規模事業者の持



7 

 

続的な成長支援として商工会議所が実施する小規模企業対策に対する安定的な予算確保を

ぜひともお願いしたいと思っています。 

最後になりますけれども、下段右側、３本柱の１つになりますけれども、「持続的な成長

を実現するための環境整備」というところをご覧いただきたいと思います。中小企業の生

産性向上を阻む取引環境の改善として、下請け対策の強化、業界ごとの取引慣行見直しに

関する取組の支援等をお願いしております。また、中小企業が積極的に設備投資、ビジネ

ス展開するための環境整備、制度改革として、陸・海・空の交通のネットワークの強化、

耐震化、そういったことを含めました高度防災都市実現に向けた着実なインフラの整備に

加えまして、東京が世界に冠たる観光都市となるべく観光資源の磨き上げをまたまたお願

いしたいと思っております。 

最後になりますけれども、中小企業・小規模事業者の実施に則した複数年度の予算措置

の実施や施策の周知強化、申請書類の簡素化などをお願いできればと存じます。 

以上簡単でございますけれども、要望内容についてご説明させていただきました。東京

商工会議所といたしましては、中小企業・小規模事業者の持続的な成長・発展に向けご支

援をいただいている経営改善普及事業等を通じてこれからも邁進していく所存でございま

す。よろしくお願いいたします。 

○司会（武市財務局長） はい、どうも重点要望をありがとうございました。まず初めに

知事から、そのあと局長からお話をさせていただきます。 

○小池知事 はい、いくつかのご要望がございました。現状についてもご報告直接伺いま

して、景況感、肌で感じることができたかと思います。やはりなんと言いましても、経済、

人が中心でございます。担い手、そしてまた社会の担い手も当然人ということでございま

すので、中小企業の経営力の強化、そして人材確保、そしてイノベーション、いずれを取

りましてもやっぱりそこで活躍する人が、十分にその環境を整えた上で活躍していただく、

その、まさにエコシステムづくり、引き続き力入れて取り組んでまいりたいと思います。 

更に同じく人に関連しますけれども、働き方改革ということで先日、昨日もテレワーク

とか、それからサテライトオフィス、時差ビス等、いかにしてこの働き方の意識も変え、

いつも私は心技体と言っておるんですが、意識と技術とそれから制度、これを３つを揃え

ることによって世の中を変えていくと、より良い方向に変えていくということでございま

すので、その点では、ちょうどオリンピック・パラリンピック、昨日の話でもございます

けれども、交通の管理等にも繋がり、かつ生産性の向上に繋がるというそういう方向性を

後押しさせていただければと思っております。私から以上です。 

○司会（武市財務局長） はい、では、産業労働局長お願いします。 

○藤田産業労働局長 産業労働局長でございます。いつも大変お世話になっております。

ありがとうございます。 

まず、事業承継と人材育成を通じた生産性向上のところでございますが、私どもの中小

企業振興公社の方におきまして事業承継再生支援事業ということで実施をさせていただい
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ておりますが、その中で計画的な事業承継を促すセミナーあるいは後継予定者を人材的に

育成していこうというような事業もやっております。で、そういう中でなるべく早期にそ

ういう対象者を発見していただいて、プレ承継ということで、まずはその、事業そのもの

を磨き上げていただいて、後継者を育てて、引き継いでいただくと。で、そういう中で小

規模事業者が一番なかなか難儀をして苦労されているところでございますが、これは先程

お話ございました４か所拠点っていうんですか、都内全体では、今年、町田の商工会議所

さんにもお願いをして多摩地域も含めまして７か所の拠点で、特に小規模事業者というこ

とで、向けの支援を強化してるところでございますので、これから少し支援モデル事例み

たいなものを、きちっと立てまして、普及させていきたいというふうに思っています。 

それから成長ステージに合わせた支援ということで、若者を対象としたということでご

ざいますんで、これは私どもでもビジネスプランコンテストを、若者ということで、毎年

実施しておりますが、これも 15才、16才というような高校生・大学生という最優秀賞者も

出てきているというところでございますし、今年はもう間もなく 12月に最終コンテストが

行なわれるところでございますが、そういった企業家教育もやっておりますが、お話のよ

うになるべく早い段階からということで、高校であるとか大学であるとか、あるいはまた

中学・小学という小学校という、少しそういったところもちょっと研究をしていきたいと

いうふうに思っております。 

それから持続的な成長ということで、下請け対策の強化というところでございますが、

これ、公社の方で下請けセンターということで、いろんな相談あるいはセミナー等々トラ

ブルの未然防止ということで行っておりますけれども、こちらの方もまた東商さんとも協

力をいただきながら、推し進めていきたいというふうに思っております。 

あと、単年度予算の関係等々は公社を通じまして、なるべく年度跨ぎの支障が出ないよ

うな事業立てもしておるところでございますので、引き続き工夫を図らせていただきたい

と思います。その他のご要望につきましても工夫を図りながら、東商さんの方のご協力も

いただきながら、より強力に推進していきたいと思いますので、引き続きよろしくお願い

したいと思います。以上です。 

○司会（武市財務局長） はい、最後になりますが、何か皆様の方から改めて何かござい

ますでしょうか。 

○東京商工会議所 去年も申し上げたんですけどね、起業・創業促進ということで、企業

の少子化って止まらないわけですね。ですから、高校・大学の教育も、高校・大学時代か

ら、教育をやってほしいっていうことはもちろんなんですけども、先般申し上げたように、

皆さんに行ってもらった深圳とか、シンガポールのようなそういう海外の事例を参考にし

て、海外から起業家が集まるようなね、そういうような制度をぜひ考えていただきたいな

というふうに思います。やっぱり東京って魅力ある都市ですから、世界中からね、東京行

って起業しようという若者がね、来れるような、そういう施策、政策をね、ぜひ考えても

らいたいということをお願い申し上げます。 
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○小池知事 はい、いいですか。はい。 

○東京商工会議所 今、大久保副会頭が仰られましたように、実は私、先週深圳へ行って

おりまして、やはり深圳の人口っていうのは、公称で 2500万なんですけども、実際に 1500

万ぐらいだと思いますけれども、その人口の構成がやっぱりピラミッド型で非常に若い人

が多いと、平均年齢も 32.何歳というような話。それからそういった方々が新しいパワーと

してその創業をどんどん考えていく、そういうようなことで今動いてまして、やはりパワ

ーを非常に感じたというような点もあります。ただそれは問題点は、例えばコピーの話と

か色々ありますけれども、それを除けばやはりパワーはあるというところはありますので、

東京でもそういった形で創業者がどんどん入ってきて、それに対して企業もしくは行政の

方からも投資ができるような形で進んでいくと非常にありがたいかなというような感じを

いたしました。 

○小池知事 はい、ありがとうございます。もう世界はダイナミックに変わっている中に

おいて、日本が停滞して、東京が足踏みをするようなことがあってはいけないと思ってお

ります。一方で、皆様方にもっともっと支援をさせていただきたいところでございますけ

れども、東京は、東京から税を、かなり奪い取られる流れになっておりますので、ぜひこ

こはご協力の程よろしくお願いを申し上げます。はい、ご要望しっかり受け止めたいと思

います。 

○司会（武市財務局長） はい、どうもありがとうございました。それでは以上をもちま

して終了とさせていただきます。どうもありがとうございました。 

（東京商工会議所 退室） 

○司会（武市財務局長） はい、どうもありがとうございました。では続きまして東京中

小企業家同友会の皆様でございます。どうぞお願いいたします。 

（東京中小企業家同友会 入室） 

（要望書手交） 

○司会（武市財務局長） はい、どうもありがとうございます。どうぞご着席お願いいた

します。それではこれより東京中小企業家同友会の皆様方との予算要望ヒアリングを始め

させていただきます。まずでは冒頭知事からお願いします。 

○小池知事 今日はありがとうございます。中小企業家同友会の皆様方には２回目になり

ます。予算のご要望、直接のヒアリングをさせていただきます。経済の動きを担う経営者

の皆様方が、体質強化や人材の育成ということに励んでおられるわけでございますが、こ

れからも活発にご活動していただくためにも様々、東京都としても後押しをできるように

していきたいとこのように考えております。2020 年大会まで 612 日ともうなりました。ま

た、この 2020年をきっかけに、むしろ経済がその後も引き続き持続可能な成長を遂げるよ

うな、そういうスプリングボードに、跳躍台にしていきたいと思っております。様々な点

でのご協力よろしくお願いいたします。 

○司会（武市財務局長） それでは早速どうぞお願い、どうぞご着席のままで結構でござ
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います。そのままで、はい、ご着席・・・。 

○東京中小企業家同友会 本日は、昨年に引き続きましてヒヤリングにお招きいただきあ

りがとうございます。また今年は、私どもの 60周年の総会にわざわざ小池都知事にお越し

いただきまして、更に 10月には私どもの経営研究集会、中小企業家サミットに温かいメッ

セージをいただき、会員一同大変感激をしております。引き続き今後ともよろしくお願い

申し上げます。 

それでは要望項目のうち、特に重点的にお願いをしたいというものを申し上げさせてい

ただきます。予算要望重点項目１、産業振興会議等の設置を東京都中小企業振興条例の中

で明文化すること。産業振興の理念を明文化すると共に産学公金を始めとする構成要素か

らなる中小企業振興会議の設置を定めた東京中小企業・小規模企業基本条例の可及的速や

かな制定を引き続き要望します。この条例により中小企業振興策の理念を明文化すると共

に中小企業・小規模事業者の意見を政策に取り込む中小企業・小規模企業振興会議の設置

を要望いたします。つきましては、本会議を設置するにあたって、準備会の設置並びにそ

れに掛かる諸経費を予算化いただくことを要望申し上げます。東京都の中小企業振興を考

える有識者会議の中にもありましたように、より実効性の高い中小企業振興策を生み出す、

生み出され続ける好循環を生み出していくことが肝要であると考えております。これが第

１点でございます。 

第２点は、男女共に仕事と子育て、生活を両立できる環境を整備すること。女性の起業

家精神は、イノベーション、成長及び雇用の主要な推進力である一方で、女性が直面する

追加的な障壁のために自ら事業を運営する女性は男性に比べて少ないのは現状です。企業

の生産性向上や働きやすい職場づくりを通じたワーク・ライフ・バランス、ライフ・ワー

ク・バランスも実現し、男女が共に仕事と子育て、生活を両立できる環境の一層の整備が

不可欠です。女性のライフステージに応じた多様な働き方のニーズに対応した支援を行え

るよう、国・都・区市町村それぞれ行っている環境整備に向けた様々な施策を都が率先し

て設けて利用を促進するよう要望します。また、それに掛かる調査経費、広報経費等を予

算化していただくことを要望します。例えば、国や基礎自治体と連携して幼保一体特区を

設けることやＩＴ技術の導入を条件に保育士定数を見直すこと等先進的な施策を打ち出さ

れることを心から期待しております。 

以上、２点が私どもの要望書の中でも特に重点項目となります。ぜひご検討の程をよろ

しくお願い申し上げます。 

○司会（武市財務局長） はい、どうもありがとうございました。２点に絞ってのこの場

でのご要望いただきました。では、まず最初の点について知事から、そのあとは局長から

お話差し上げたいと思います。 

○小池知事 条例の制定について、昨年もいただき、また昨年度いただき、また現在、中

小企業・小規模企業振興条例という仮称の下で制定に向けて、まさに検討を進めていると

ころでございます。中小企業の現状や企業家の声を集約していただいたわけでございます
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し、また今日のご要望の中にはそのような声が集約されているものと思いますし、また中

小企業施策の広報、それを充実すること、それから労働環境の改善、女性の活躍支援等、

色々多岐に亘ってご要望いただいております。それぞれ所管局からもよく話を聞きながら、

それについては検討してまいりたいと思います。やはり東京は経済、中小企業の皆さんが

元気であることが何よりも必要でございます。ぜひともこれからも東京の経済を引っ張っ

ていただくように後押しをさせていただきたいと思います。 

○司会（武市財務局長） はい、では引き続きまして、その女性の活躍関係で補足説明を

お願いします。 

○藤田産業労働局長 ２点目の重点の関係でございます。女性の活躍推進等々でございま

すが、今、育児や介護等家庭と仕事の両立支援の推進、それから女性の活躍推進というこ

とで、そういった取組をしている企業さんに対しまして、就業規則等の法整備、制度整備

あるいは制度を実際に書いただけでは駄目でございますので、その利用しやすいような環

境、雰囲気づくり、そういったものを支援することに加えまして、お話の通り、ハローワ

ーク、国の機関でありますとか、区市町村、経済団体等でのチラシを配布いたしましたり、

メルマガ配信等によって広く広報を今行っているところでございます。で、またライフ・

ワーク・バランスの推進に向けましては、国や区市町村とも連携しながら、年間を通じて

切れ目なく、広報キャンペーンあるいはライフ・ワーク・バランス推進イベント等々連携

して維持することによりまして普及啓発に努めているところでございます。引き続き我々

も工夫をしながら、いろんな施策を実施していきたいと思いますので、ぜひとも同友会様

も、また個々の企業様のご協力もいただきながら推進していきたいといふうに思いますの

で、またテレワークの部分も含めましてよろしくお願いしたいというふうに思います 

○司会（武市財務局長） はい、私の方からまずのご回答以上でございます。他に何かご

ざいますか、皆様の方から。 

○東京中小企業家同友会 今後ともご支援をぜひ一つよろしくお願い申し上げます。 

○司会（武市財務局長） はい、ありがとうございました。では引き続きまた連携させて

いただきたいと思います。では以上をもちまして、ヒアリング終了とさせていただきます。

どうもありがとうございました。 

（東京中小企業家同友会 退室） 

○司会（武市財務局長） はい、どうもありがとうございました。続きまして、東京都石

油商業組合の皆様でございます。どうぞお願いいたします。 

（東京都石油商業組合 入室） 

（要望書手交） 

○司会（武市財務局長） どうもありがとうございました。どうぞご着席をお願いいたし

ます。はい、それでは、これより東京都石油商業組合の皆様との予算要望ヒアリングを始

めさせていただきます。冒頭知事からお願いします。 

○小池知事 あっという間にこういう季節になりました。３度目となりますが、今年もま
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た都庁までご足労いただきましてありがとうございます。31 年度予算に皆様方のご要望を

反映すべく、直接ご意見を伺わせていただきます。皆様方の業界、本当に一時期から比べ

ますと７割も減少しているという状況と伺っております。また、中東情勢等も、若干不安

定なところもございますし、為替についても、これも様々な要因が影響もするかというふ

うに思います。一方で、大規模災害等におきましては、この石油燃料の安定供給等、大変

重要な担い手でもおられるわけでございまして、そういう意味で、将来を見つめた水素ス

テーションの整備等も含めて、皆様方からのご要望等伺わせていただきたいと存じます。

よろしくお願いいたします。 

○司会（武市財務局長） それでは、どうぞご着席のままで結構ですので、はい、どうぞ

お願いいたします。 

○東京都石油商業組合 はい、本日はお招きありがとうございます。今回で３度目になる

と思います。私から申し上げるまでもないんでございますけど、今年は大変災害の多い年

でございまして、今都知事が仰った通りでございます。２月の福井の豪雪から始まりまし

て、つい先だっての北海道の地震まで、またこれはそれぞれの地域で我々の仲間であるガ

ソリンステーションの業者が、それぞれの生業の中で初動対応や復興に対応して、寝る間

も惜しんで地域住民のために協力してきていることは、皆様ご周知のことだと存じ上げて

おります。幸い東京都では今年はそういう被害はなかった、ほとんどなかったということ

でございますけれども、我々も一つ一つの事例から色々検討しまして、何をどうすべきか、

何がいけないのかということを非常に細かく分析しております。例えば福井の豪雪の件で

は、除雪する道路が優先順位が決まっておりまして、ほんの１、２キロ油槽所からその県

道・国道に出るまでのとこが除雪がなされなかったが故に、最初の１日目が大変ガソリン、

石油製品の滞ったという、こういう事例がありました。これはもちろん県の方が今後違う

そのプロトコルを書き換えるということで対応しておりますし、例えば北陸道路というの

がございまして、これを一番最初に道路封鎖をしてしまったんですね、雪が降ってきた時

に、危ないということで。それは正しかったのかどうかっていうのは非常に議論になって

きておりまして、これは国の行政等も巻き込んで、本当は高速道路を通して、で、一般国

道の方。何故かと言うと、高速道路の方が除雪が楽だって言うんですね、技術的に。だか

ら本来的にはそうすべきではないかとそういう議論をしております。 

 また石川県では普段我々の仲間の組合が、プレスとは色々話ができてまして、こういう

ことが起きた時にガソリン、石油製品は足りないわけではないと、ちょっと流通が滞って

るだけだ、そういうようなアナウンスをちゃんとしておるんです。福井県は逆にその話が

できなかったんですね。したがって、福井の地元の新聞では石油製品が枯渇みたいな見出

しが出まして、パニックを煽ってしまったわけですね。そういうような事例もちょっとし

た気の遣い方で防げるのっていうのは我々検証をしております。 

 今日も胸にも付けておりますけど、今全国的に石油、ガソリンの満タンそれからプラス

灯油１缶運動っていうのを我々の業界も、それから石油精製、元売り、それから物流会社
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も巻き込んで行っております。これは、それぞれの方がそれぞれの個人ベースでの備蓄を

することによって、そういうパニックを未然に防ぐことができると、こういうような考え

でやっております。そのような訳で我々の業界一生懸命やっております。東京都民のため

に我々も色々なことを考えてやっております。都知事もいつも申される通り、3,445か所あ

ったガソリンスタンドが今 856 か所まで減ってしまいました。この石油ガソリンスタンド

のネットワークをぜひとも東京都民の宝として残すために色々なご理解とご援助をいただ

けたらとこのように思っております。それでは私どもの専務理事の方から要望を申し上げ

させていただきます。 

 それでは要望書をご説明をさせていただきます。第一番目の要望でございますが、今、

私どもの理事長が申し上げたことが第一番目の要望でございます。冒頭知事も仰いました

ように、我々業界は当時のピーク時から 25％にまで減ってきておりまして、昨年ここで申

し上げた時から 41、でもう既に減ってるという状況でございます。先程からお話ございま

すように、これ以上減りますと、多発してます災害時の燃料供給の安定性に欠けていくと

いうことで、既にそうなっているかもしれませんけども、影響を与えるということにもな

るということから、ガソリンスタンドが生き残るための行政としての施策を引き続き、今

も色々ご支援いただいてますけども、経営の存続支援をお願いしたいというのが第１点目

のお願いでございます。その内容につきましては、いろんな問題点につきましては、毎回

要望書の後半部分で解決してない問題を羅列してございますので、解決に向けてご支援を

賜れればということでございます。 

それから第２点目でございます。これは、所謂ＶＯＣの抑制、排出抑制の問題でござい

ます。これにつきましては、前回、第１回目のヒアリングの際にお願いした経緯があるか

と存じますが、給油時のＶＯＣの抑制についてガソリンスタンド側で措置するか、自動車

側で措置するかということで、自動車側で措置してもらいたいということのご支援をお願

いした経緯がございますが、結果的には要望書にも書かせていただいた通り法的規制によ

らない業界の自主的取組ということで、ガソリンスタンド側・車側でそれぞれＶＯＣ抑制

に向けて取組を行っているわけでございますけども、特に給油所側については、給油時に

ＶＯＣを吸い取るような吸引機と言いますか、計量機を今順次、国の予算もいただきなが

ら進めているところですけども、実は、以前もお話をさせていただきましたけども、東京

都の場合、東京都全体で約３割、都心部においては約４割のガソリンスタンドが固定式じ

ゃなくて、上から吊り下げるような計量機を使っております。実はこの吊り下げる形の計

量機のＶＯＣを抑制するための装置の付いたものが今まで発売されてございませんでした。

ですので、東京都の業者がＶＯＣ削減のために措置しようと思っても今までできなかった

というのが現実でございます。それが、来年の４月あたりから大手メーカーで発売される

というような情報も得てございますので、これが多分、通常の今まであったものよりも高

価になるというようなことも予想されますので、国からの支援も期待されるところですけ

ども、東京都の方からもぜひその辺のご支援をいただいて、ＶＯＣの抑制に業界としても
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更なる取組を行いたいということでのお願いでございます。ですので、給油所から排出さ

れるＶＯＣの通気管というものもございますけれども、そこから抑制するような設備とい

うのもございますので、そういった設備も含めてご援助をいただければありがたいなとい

うのが第２項目目でございます。 

それから第３項目目でございますけども、これはガソリンスタンドより省エネルギー対

策という一環で LED 照明設備への補助のお願いということでございます。ガソリンスタン

ドの省エネルギー対策ということで、東京都の方のクールネット東京の方から 2011年にそ

の対策を示していただいたテキストを作っていただきました。その中においても LED の照

明化っていうのは、LED化っていうのは大変省エネ効果があるということでの結果もいただ

いていますし、また 2020年から今たくさん使われている水銀灯が製造販売しなくなるとい

うこともございますので、これから順次 LED に変化していかざるを得ない中小ＳＳがござ

いますので、そちらへの設備への補助をいただければ大変ありがたいなということで今回

要望につけさせていただきました。 

それから第４点目でございます。これは知事が冒頭お話されていました、将来に向けて

の水素ステーションの設置に関するご要望でございます。今年度はガソリンスタンド等と

の併設をどのように進められるかということで、予算を出していただいて既存のガソリン

スタンドの具体的にどのような形でできるかということで、今ご検討いただいているとこ

ろでございますけども、なかなか先程も申し上げましたように、都内のガソリンスタンド

はあまり広いところがございませんので、そこに水素ステーションを併設するというのは

なかなか厳しいところが現行法ではまだまだございますので、ぜひ東京都のお力で、例え

ば、ここに書いてございますように、灯油の代わりに水素のタンク等々を入れて、水素が

供給できるような施設をそこにおけるような規制緩和を図っていただければ、よりガソリ

ンスタンド業者としても将来の設備投資が可能になるかなというようなところもございま

すので、その辺のところの国への働きかけをより一層お願いできればというご要望でござ

います。 

あと５点目と６点目につきましては、以前からお願いしている事項で、お答えとしては

なかなか難しいということでございましたけども、５点目の防犯カメラ、それから６点目

の多摩地域への小規模事業用地への固定資産税の減免等々につきましては、業界からやは

りお願いしてもらいたいというような要望が強うございますので、今回の要望にも付け足

していただきましたので再度ご検討をお願いをさせていただきたいというところでござい

ます。説明については以上でございます。 

○司会（武市財務局長） はい、どうもありがとうございました。それではまず初めに知

事から、そのあと局長からご回答いたします。 

○小池知事 いくつか現状のご報告と共にご要望いただきました。水素ステーションの併

設の件でございます。これ、私、国会議員時代はまさしくこのことをやっておりまして、

規制緩和の重要性と、それからいかにしてガソリンスタンドが、要はエネルギーステーシ
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ョンになるという、そういうことのためにはやはり規制緩和が必要だと、これまでの消防

法と、その石油の場合の消防法、ガソリンスタンドとしての消防法と高圧ガスの規制とま

たちょっと違うのはご承知の通りでございます。そこをどうやって１か所、同じ場所で可

能か、それから車道からのどれぐらいの距離を離さなければならないか等、まさしく規制

の問題が係ってきますので、利用者の今後、将来を見据えた利用者の利便性等を考えると、

この規制緩和は大変重要かというふうには考えております。そういった意味で水素ステー

ションの整備の目標達成と、ちなみに 2020 年までに 35 か所、30 年までには 150 か所の水

素ステーションを整備するというのが目標でございまして、整備費、運営費の補助等の取

組を行なっているところでございます。国の規制緩和については、共に呼び掛けをするこ

とによって、進めていく必要があろうかとこのように思っております。これからの水素社

会を始めとして、新しい環境、そしてエネルギーの社会の実現に向けまして、引き続きし

っかり取り組んでいきたいと考えております。私からは以上です。 

○司会（武市財務局長） はい、では局長から順次ご回答させていただきます。では産業

労働局長お願いします。 

○藤田産業労働局長 産業労働局でございます。いつも大変お世話になっております。ま

ず、生き残り施策ということの、ちょっとあれですが、発券店値付けカードの問題あるい

は国への働きかけでございます。それから私ども、隔年で仕入れや販売実態の調査をしま

して、実態把握に努めておるところでございまして、国に対しましては不利な取引行為に

よってガソリン販売事業者の皆様が経営圧迫をされてないようにっていうことで、必要な

是正措置、業界の監視強化等を講ずるよう、経産省それから公正取引委員会の方に要望を

してるところでございます。 

 あとご支援の方といたしましては、中小企業団体の皆様、それぞれの業界に固有の課題

解決ということで、特に販路開拓、今、観光需要も含めて、先程の福井の雪害のところも

そうなんですけれども、特に緊急時・災害時のことも含めまして、そういった販路開拓の

ところをご支援させていただきたいというふうに思っております。今後皆様のご意見ご要

望十分に踏まえまして、この販売事業者のこの経営の安定に努めてまいりたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

○和賀井環境局長 環境局でございます。私からＶＯＣの関係で一言申し上げます。ＶＯ

Ｃの排出削減、これは大変重要な課題だと我々も認識しておりまして、光化学オキシダン

トの原因物質の一つだということでございますので、国の方で、今年の７月にステージ２、

所謂、給油所側での対策のスタンドを認定する制度を設けたということでございまして、

今後も、国に対しまして、給油所が自主的な取組を円滑に実施していけるよう必要な支援

策を講じることを、求めてまいりたいというふうに思っております。 

○司会（武市財務局長） はい、で、また最後の方にいただきました防犯カメラの関係あ

るいは固定資産税、都市計画の関係等は、また引き続きの課題ということでまた意見交換

をさせていただければと思っております。どうぞよろしくお願いをいたします。それでは
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最後に何かございますか。よろしゅうございますか。はい、では以上をもちまして終了と

させていただきます。どうもありがとうございました。 

（東京都石油商業組合 退室） 

○司会（武市財務局長） はい、どうもありがとうございました。それでは続きまして東

京都町会連合会の皆様でございます。どうぞお願いをいたします。 

（東京都町会連合会 入室） 

（要望書手交） 

○司会（武市財務局長） はい、どうもありがとうございました。どうぞご着席お願いい

たします。はい、それではこれより東京都町会連合会の皆様との予算要望ヒアリングを始

めさせていただきます。では冒頭知事からお願いします。 

○小池知事 先日は東京大会、ご盛会で何よりでございました。町会連合会の皆様方には

まさしく地域の要として活動していただいております。敬意を表したく存じます。そして

地域の底力発展事業、プロボノプロジェクトなど取組を展開しておりますが、また新たに

皆様方のご要望を伺う機会としたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○司会（武市財務局長） はい、では早速でございますが、鈴木会長どうぞ、ご着席のま

まで結構でございますので、はい、どうぞよろしくお願いいたします。 

○東京都町会連合会 それではお言葉に甘えて座ったまま失礼いたします。今、ご紹介い

ただきました都町連の鈴木孝雄でございます。どうぞ一つよろしくお願いいたします。貴

重な時間をいただきましたので、まとめたものがございますので読まさしていただきます

ので、よろしくご了承の程お願いいたします。 

それでは日頃より東京都町会連合会の活動にご理解とご協力をいただきまして誠に心よ

り御礼申し上げます。また、先週、今お話しいただいた平成 30年度全国自治会連合会の東

京大会ではご来賓としてご臨席いただき誠にありがとうございました。お陰様で 950 名以

上の参加者があり、大変有意義な会議と、大会となりました。 

さて、要望書の説明に先立ちまして、当団体において説明をいたしますと、都町連には

現在 23区８市が加入しておりまして、大所がほとんど管理しておりまして、毎月開催して

いる常任理事会では加入団体相互の情報交換等を行っております。また、各町会・自治会

においても安全・安心な地域社会のため、地域の課題解決のために積極的に取り組んでい

ます。町会・自治会における課題といたしましては、加入率の低下や担い手の高齢化、担

い手不足が挙げられます。尚、この担い手不足、高齢化にも関わらず、積極的に加入促進

活動を展開していますが、各区市町村及び東京都からの支援が尚一層必要であると考えて

います。要望の方については、大きい項目だけ読み上げさせていただきたいと思います。 

それでは平成 31年度東京都予算等に対し別紙の通り要望をいたします。１、地域活性化

支援事業の募集時期についてと。２、認可地縁団体制度についてと。次は３、防犯カメラ

維持管理費用の負担軽減についてと。それから４、災害対策の充実について。５、道路整

備・交通対策について。６、豊洲市場についてということ。あと２項目。７、河川敷利用
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マナーの向上についてということ。また最後は、運転免許証の更新手続きということで、

以上の項目について要望をいたしたいと思います。ぜひ一つ詳細については要望書をご覧

いただければありがたいと思います。 

結びになりますが、東京都におかれましては、地域の底力発展事業助成等により町会・

自治会に対し手厚い支援をしていただいているところですが、都町連及び町会、自治会の

活動実績を十分に評価していただき、各要望事項に対しまして特段のご配慮とご支援を賜

りますよう引き続き本年もよろしく、31 年度に向けてお願いいたしたいと思います。以上

でございます。どうぞ一つよろしくお願いいたします。 

○司会（武市財務局長） はい、どうもありがとうございました。それではまず初めに知

事から、そのあと局長の方から補足してご説明をさせていただきたいと存じます。 

○小池知事 はい、いくつかご要望書に書かれてありますこと、それぞれ地域からのお声

を集約されたものと考えます。都民の生命をまず確実に守るということからも震災の備え、

避難場所の見直し等々、本当に地域に密着した社会の本当に必要な真のニーズについての

項目がずらりと並んだとこのように思っております。都といたしましてもしっかりと対応

していきたいと考えております。私から以上です。 

○司会（武市財務局長） はい、それでは生活文化局長お願いします。 

○浜生活文化局長 生活文化局長でございます。いつも町会連合会の皆様方には色々ご協

力をいただいておりましてありがとうございます。東京におきましても地域のネットワー

ク、つながりというのは大変貴重でございまして、子育て世代、子育て中の若い世代から

お年寄りまで、災害時はもちろんですけれども、日常生活においても大変ネットワークが

大変大切だと思っておりますので、そういった意味で町会連合会の皆様には大変熱心にそ

ういった地域のつながりを大切にする取組を進めていただいておりましてどうもありがと

うございます。私どもにあてまして、特に地域活性化支援事業について募集時期がご説明

をきちんと町会連合会でのご活動に適切に対応していただけるようなタイミングでご説明

をするようにというお話もいただいておりますが、これについてきちんと対応させていた

だきたいと思いますので引き続きぜひご協力の程よろしくお願いいたします。 

それからその他の項目につきましても、当局所管でないものも含めまして、各局と連絡

を取り合いまして、引き続き町会連合会の皆様方と取り組んでまいりたいと思いますので

ご協力の程どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○司会（武市財務局長） はい、ありがとうございました。今ありましたような、各局多

岐にわたっている部分もございますので、これ、関係局に、しっかりと私の方から伝えて

いきまして、今後の改善等に繋げていくようにしたいと考えております。私の方からのお

話はとりあえず以上でございます。会長、何かございましたらどうぞ。 

○東京都町会連合会 １でございますが、１にございますが、一つは、７の要望書の中の

河川敷利用マナーの向上についてということでございますけれども、ご承知の通りいろん

な形で区市町村、利用さしていただいているわけでございますが、どうも、住民が、責任
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的にはあるんですけれども、遊んでやりっ放し、ゴミも散らかしっ放しというところがご

ざいますので、我々住民も気を付けなくちゃいけないんですが、それと一緒に、向上につ

いてのもう少し、こう何て言うかしら、管理の、国交省の関係もございますでしょうけれ

ども、その辺のところを指導があってもいいのかなぁっていうふうに、例えば掲示板出し

てみたり、立て看板で「ここはバーベキューやる時にはちゃんと残ったものをお持ち帰り

ください」とか、何かそういう形もあってしかるべきかなと思うところでございますが、

その辺のところについては住民の方も意識の改革しなくちゃいけませんが、是非ご配慮の

程もいただければありがたいなぁと思います。 

それから８番目の運転免許証の更新手続きということは皆さんもご承知の通り、例えば

板橋で言うと警察が１個なんですよね。３つあっても１つだけで、そこへ行かなくては駄

目だという形がありますので、もし我儘言わせてもらえれば、やはり板橋も広うございま

すので、各３警察署にそういう形があってもいいのかなぁという気もするんですが、それ

は地域性もありますけれども、その辺のところもご配慮願えればありがたいなぁと思って

おります。 

最後になりますけれども、この先程もお話した東京大会、皆さんのご協力で本当に面目

を東京都も施したわけでございますが、その中でやはり加入率の低下ということが我々の

課題でございまして、それについては行政の方も一生懸命手助けしていただいているわけ

でございますが、それについても民間法人って言うんですか、そういう今任意団体という

形が多うございますので、その辺のところがもう少し法人化についての特別な形で、もう

少し簡単に手続き、法人化になればいいかなぁというふうに思っているところでございま

すが、その辺については皆さんのご理解をいただかないとなかなか、任意団体っていうの

はいいところもあるんですけれども、反面、やはりちょっといろんな意味でちょっと弱い

ところもございますので、その辺のところも一つ是非ご配慮もいただければ、法人化の良

いところも取り入れられて、加入率なんかもそういう形のところも多少あるかなと思うん

ですが、ちょっと難しいところでございますが、皆さんのお知恵をいただいて一緒になっ

て、より一層活性化すれば住民の安心・安全も保たれるかなと思っております。 

そんなこんなで皆さんのご理解をいただいて、これからもぜひやっていきたいと思いま

すし、時間の都合もありますけれども、今回、地域の課題解決、プロボノという、こと、

プロボノプロジェクトを始めさせいただきまして、お陰様でだいぶ評判が良くて、足立区

なんかも率先してやって、その効果が目に見えた形であるという話も、足立区の連合会長

からいただいておりますので、その辺のところは我々もぜひ進めていきたいと思いますし、

行政の方もその辺について周知徹底をしていただければありがたいと思いますし、お陰様

で地域の底力も今年度、30 年度はかなりの利用率が高まりまして、今までで一番良いパー

センテージが出てるように聞いておりますので、これも小池知事さんの骨折りのもとに、

物事はうまく進捗しているのかなぁというふうに、その辺については掛け値なしにありが

たいと思っておりますので今後とも一つよろしくお願いいたします。以上でございます。 
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○司会（武市財務局長） はい、どうもありがとうございます。日々の生活に。どうもあ

りがとうございました。では最後に知事お願いします。 

○小池知事 プロボノね、あれ、皆さんご存知で、お使いになると、「おお、こんな良いも

のはない」というふうに評判高いんです。ですから、どんどん町会連合会の方で良い例が

だいぶできてきましたから、皆さんに、他の町会長さんにもお伝えいただければ、結局そ

れが会員の増強に繋がったりするかと思いますので、はい、今日はありがとうございまし

た。 

○東京都町会連合会 よろしくお願いいたします。お世話になります。 

○司会（武市財務局長） はい、では以上をもちまして終了とさせていただきます。どう

もありがとうございました。引き続きよろしくお願いいたします。 

（東京都町会連合会 退室） 

○司会（武市財務局長） はい、どうもありがとうございました。それでは続きまして東

京ボランティア・市民活動センターの皆様でございます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

（東京ボランティア・市民活動センター 入室） 

（要望書手交） 

○司会（武市財務局長） はい、どうもありがとうございました。どうぞご着席お願いい

たします。はい、それでは東京ボランティア・市民活動センターの皆様との予算要望ヒア

リングを始めさせていただきます。まず冒頭知事からお願いをいたします。 

○小池知事 今日はようこそお越し下さいました。東京ボランティア・市民活動センター

の皆様方には、まさしくボランティア精神で務めておられることを敬意を表したく存じま

す。ボランティアというのは、なんかスーパーボランティアという方が一時ね、賑わして、

本当にああいう立派な方もおられる心強いところでございます。そしてボランティアにつ

いて知事と語ろうというイベントも設けまして、そしてボランティア活動を更に活性化す

るように後押しをしてまいりたいと思っております。またお手元に 2020年の都市ボランテ

ィアの募集、こちらの方まだ受け付けておりますので、ぜひ皆さんがお声掛けいただくと

よろしいかと思います。またいろんな面でご協力の程お願い申し上げて、私の方からの冒

頭ご挨拶といたします。ありがとうございます。 

○司会（武市財務局長） はい、それでは早速でございますが、山崎所長、どうぞ着席の

ままで結構でございます、お願いいたします。 

○東京ボランティア・市民活動センター 大変ありがとうございました。本日は直接皆様

にお目にかかり、また知事にも直接お話をする機会をいただきましたことを、まずもって

お礼を申し上げます。本当にありがとうございました。 

さて、東京ボランティア・市民活動センターは、東京都のご支援をいただきまして東京

の都民のお一人お一人の皆様方のより良い生き方と申しますか、そうしたものを目指しま

して、狭い意味での福祉ではなくて、広い意味での福祉というものを目指しまして幅広い
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領域のボランティア活動を推進することをいたしております。今、知事のお話にもありま

したように、東京 2020の大会に向けましてボランティア活動を尚一層進めていきたいと考

えております。本日、今日もお話をいただきましたが、東京ボランティア・市民活動セン

ターは、私ども広域の組織でございますが、その他に都内には 62 区市町村がございます。

そちらには全てボランティア・市民活動センター等がございまして、全部で 82程ございま

す。その他にもいろんな、例えば語学ボランティアだったり、それから食事のボランティ

アであったり、様々なテーマ型のボランティア団体がございます。それらと一緒にネット

を架けまして活動をしておりますので、900ぐらいの団体。それから企業では、私どもに登

録しておられます企業団体が 800 団体ぐらいございます。それらと一緒に今地域を耕し、

そして活動が進んでまいりますようにということいたしておりますが、本当に今回も災害

のことにつきましては、災害のアクションプランネットワークと一緒に現地に入らせてい

ただきます、ご支援をいただきましたこと、まずもって最初にお礼を申し上げたいと思い

ます。生活文化局のスタッフの皆様方と現地を回りまして、今、宇和島に入っております。 

愛媛県のお蜜柑の産地。はい、あそこが一番大変だっていうことが分かりまして、そこに

伺わせております。はい。そうなんです。本当にそうしたご支援を賜りましておりますこ

とを心からお礼を申し上げたいと思います。 

さて、東京 2020 大会に向けてのボランティアの文化の定着ということでございますが、

もうそのことについては、ここにございますように都市ボランティアあるいは大会ボラン

ティアというふうに今募集が進んでおりまして、都民の皆様方の中にはボランティアに関

する広い意味での関心というのが根付いてきているのではないかと思いますが、私どもは

実際にボランティア募集は始まったこともありまして、そうした機運を生かしていきたい

というふうに思っておりますので、一過性の活動ではなくて、これがレガシーとして定着

してまいりたいというふうに願っております。で、そのためには色々なことを仕掛けてお

ります。で、しかしながら、私ども東京ボランティア・市民活動センターは、広域的な中

間支援組織としてボランティア活動に関しますことについては、企業もＮＰＯも先程申し

ましたように 800 ぐらいの企業と関係を持っておりますけれども、そうしたセミナー等の

人材育成とか計画とか企画とか新しいプログラム開発とか様々なことをやっておりますが、

この度生活文化局が、昨年度でございますが、ボランティア調査をしております。で、そ

れによりますと、大変精密な良い調査なんですけれども、その時に結果として都民等のボ

ランティア活動に関します実態調査と申しますが、そこでは利用された方々は私どもの活

動に関しまして、８割強が満足、大変良かったというふうに言ってくださって、それだけ

の信頼と、それからネットワークができているんですけれども、一般に私どものボランテ

ィアセンターのことを知っていらっしゃる方の割合が非常に低かったという調査結果を重

く受け止めております。 

○小池知事 ボランティアセンターの。 

○東京ボランティア・市民活動センター はい、はい、そうなんです。今都内に、申しま
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したように 82 のセンター、私どもの東京ボランティア・市民活動センターがございます。

で、それらと毎月提携しながら、会合をもちながら、全体、東京全体を進めているんです

けれども、ボランティアセンターの存在を知っていないっていう都民の方々の割合が高い。

そのことに大変私ども重くそれを受け止めまして、これを何とか、変な言い方ですけど、

知らしめる、そして知っていただいて、「うん、行ってみよう。そして、そこで参加してみ

よう」というふうな状況を作ってまいりたい、そういう機運を作ってまいりたい、つまり

ボランティアを文化として根付かせていくためには日常生活の中に定着できる、イギリス

等ではもう人口の 60％を超える人が活動に参加しておりますし、ヨーロッパもそうなんで

すけれども、日本はまだまだその割合が、ボランティアを知らない方の割合が、知っては

いるけれども参加できないっていう方もおられます。その点のことにつきましてもっとも

っと広報啓発に力を入れたい、そこが私達ちょっと弱いと言いますか、その費用が十分で

あったらいいなっていうふうに願いまして、今年、生活文化局の方にお願い申し上げまし

て、その費用は多分計上していただけている、その願いをもって動いていただいているの

かなあと思いますが、このことはもう私達、何がなんでもやりたいと思っております。と

いうのは、非常に関心はあるし満足度も高いんですけれども、それが一部の人達のことで

はなくて、都民全体に「あっ、ボランティアセンターに行ってみよう」とか「あっ、ボラ

ンティアをやってみよう」っていうふうにもっと近づけていくための広報啓発の費用が、

本当に私達、あったらいいなっていうふうに常日頃思っておりまして、変な言い方なんで

すけども、建物の外側にも掲示板がありません。それからよく電車に乗りますと、今大体

受験か、それからお金の貸しとか貸さないとか、ああいうポスターはいっぱいあるんです

けれど、ボランティアに関するポスターというのは他の国はあるんですけど、日本はそん

なにありません。そういう意味では、ぜひボランティア活動がちょっと目に触れて、ちょ

っと「あっ、こういうとこがあるのね。ああ、行ってみよう。こんな活動をやるのにどこ

に相談したらいいのかな」というふうな、もう少し身近なものになりますような啓発広報

に関しまして、ぜひご支援を賜りたいということで今年はこの一点に絞りましてお願い申

し上げたいというふうに存じております。 

 本当に力が十分ではありませんが、都民の皆様にぜひそのことが定着して、センターと

いうものが持っている組織が、あるいはこの取組が市民の皆様の中にしっかりと文化とし

て浸透いたしますことを願っておりますのでどうぞよろしくお願い申し上げます。ありが

とうございました。 

○司会（武市財務局長） はい、ポイントを絞ってのご要望どうもありがとうございまし

た。まず初めに知事から、そのあと局長からご説明させていただきたいと存じます。 

○小池知事 具体的に都市ボランティアの募集しておりますので、それを実際手掛けてい

ただくのが一番、広報も既にやっておりますし、はい。そういう形でどんどん具体的にお

進めいただければとこのように思っております。どうぞ頑張って進んでまいりましょう。 

○司会（武市財務局長） では、生活文化局長お願いします。 
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○浜生活文化局長 はい、生活文化局長でございます。先程お話いただきました調査でも

ございましたように、ボランティア活動に興味を持ってくださっている方は都民の中でも

大変大勢いらっしゃって、日常生活の中で誰かの役に立ちたいと思ってくださってる方は

本当に大勢いらっしゃる。ただ、その割には実際に活動に参加したことがある方がまだそ

んなに大勢いらっしゃらないので、そういう皆さんの誰かの役に立ちたいというごく自然

な気持ちを行動に結びつけていただけるような環境整備を私どもとしてもぜひ頑張ってい

きたいと思っております。で、そのためには先程お話もあった、そのセンターの存在、ボ

ランティアセンターの存在をやっぱり知っていただければそこを取っ掛かりに参加してい

ただきやすくなると思いますので、そこも私どもも参加しやすい手掛かりを皆様にお知ら

せするというのは大変重要と思っております。で、特にボランティアセンター、飯田橋の

駅の近くという交通至便なところにありますので、存在自体を知っていただいていないと

いうのは大変もったいないと思っておりますので、そこも含めましてぜひぜひ皆様の活動

を後押しして、2020年に向けて、ボランティアの行動者率を 40％という目標を掲げており

ますので、このオリンピックのボランティアに参加していただくのを契機に、先程レガシ

ーって言葉も仰っていただいたんですが、オリンピックが終わってもその日常生活の中で

ボランティアに参加していただける方が大勢いらっしゃるような街にしていきたいと思っ

ておりますので引き続きご協力の程よろしくお願い申し上げます。 

○東京ボランティア・市民活動センター ボランティアに参加しない理由っていうのは、

時間がない、忙しいということと、それから活動するためにどうしたらいいのか分からな

いっていう、この２つが一番大きいので、こうしたセンターの存在がもっと身近なものに

なっていって、今大学にもボランティアセンターたくさんできてきています。それから中

高生の活動の中にもあります。学校教育も今大きく変わろうとしております。そうした子

供達から、それから退職した後の人達、一番少ないのが 20代の若者達なんですけれど、そ

れらの人達が本当に全世代を超えて一つの文化としてボランティア活動に近づける、その

拠点としての役割をぜひ果たしてまいりたいと思いますのでぜひよろしくお願い申し上げ

ます。 

○司会（武市財務局長） はい、どうもありがとうございました。それでは以上をもちま

してヒヤリング終了とさせていただきます。では引き続きまた連携の程よろしくお願いし

ます。どうもありがとうございました。 

（東京ボランティア・市民活動センター 退室） 

○司会（武市財務局長）はい、どうもありがとうございました。それでは続きまして東京

都専修学校各種学校協会の皆様でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

（東京都専修学校各種学校協会 入室） 

（要望書手交） 

○司会（武市財務局長） はい、どうもありがとうございました。どうぞご着席をお願い

いたします。それではこれより東京都専修学校各種学校協会の皆様との予算要望ヒアリン
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グ始めさせていただきます。冒頭知事からお願いをいたします。 

○小池知事 ３回目になりましたが、いよいよ予算編成の時期になりました。直接話を、

ご要望をお伺いをするということでご足労をお掛けをいたしております。 

都内で私立学校の生徒、全体の３割に及びます。16 万人以上が専修学校各種学校で学ん

でいるということでございます。そういった職業教育を通しながら、こうした学生さん達

と社会と結ぶ架け橋を務めておられるということを承知をいたしております。非常に好き

な仕事に就きたくて学校に行くわけですから、とても明確な目的を持っておられるし、ま

た人生をそれでの基礎を築かれるという意味で貢献しておられるとこのように思います。

直接ご要望を伺い、またやはりこの国は人で、人が最大の資源でございますので、そうい

ったことからも皆様方から直接お話を伺うこと大変楽しみにしておりました。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○司会（武市財務局長） それではさっそくでございますが、山中会長、どうぞご着席の

ままで結構でございます。お願いいたします。 

○東京都専修学校各種学校協会 本日は今お話にありました都内の専修学校各種学校協会

を代表してまいりました。この専修学校各種学校で学ぶ学生達は 16 万 8000 人いるわけで

ありますが、学生及びその父兄の、こういう直接知事が聴いていただく、こういう機会を

いただいて本当に感謝しております。ありがとうございます。それでは予算要望に関しま

して、主旨説明させていただきます。 

日頃より東京都の私立専修学校各種学校の教育と学校運営に格別のご支援いただきまし

て厚く御礼を申し上げます。本日、産業社会の発展に伴う職業教育の高度化・多様化・国

際化が求められる中、専修学校は学生・生徒の職業に関する夢を実現するための実践的教

育及び社会人の学び直しなど、専門職人材の育成に貢献してまいりました。現在、東京都

内の私立専修学校各種学校では、都内私立学校学生生徒の 28％、16万 80000人が学んでい

ます。専門学校卒業生の 73.2％が、都内企業等に就職しております。平成 30年度より支援

策を講じていただいております、専門学校の実践的教育の高度化を目指した職業実践専門

課程は、東京都知事により、既に専門学校の３分の１の学校・学科が文部大臣の認定を受

け、企業等と密接な連携を通じて、更に実践的な教育の質の保証・向上に取り組んでおり

ます。そういう点をご評価いただきまして、今年度、知事査定で予算を付けていただいて

本当に感謝しております。 

また日本の専門学校は、海外からの評価は高く、留学生は年々増加しており、専門的技

能を習得した多数の人材を育成しております。一方、現在のわが国における専門職人材の

不足等を鑑み、卒業後の在留資格の弾力化など、留学生の就職機会の拡大は急務となって

おります。当協会では本年度からグローバル化、専修学校グローバル化対応推進事業を文

部科学省から受託して、東京都、東京商工会議所、東京都中小企業公社などからもご指導

をいただき、留学生支援東京モデルのプラットフォーム構築を目指しております。これら

の事業の推進にあたり、国家資格等を取得した専門人材に対する在留資格の付与など、東
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京における特区制度の、国に先駆けた積極的な取組に期待しておるわけでございます。特

に国際都市、東京という視点から見て、この特区制度で志の高い留学生に就労の機会を与

えていただきたいとこういう考えでおります。都内の私立専修学校は専門職教育機関の中

核として、教育の質の保証・向上に取り組み、今後も都民始め、社会の要請に応えるため

に教育環境の改善に努めてまいります。つきましては、次の以下の要望事項に格別なご配

慮をお願いしたいとこういうようにお願いいたします。 

要望事項は９項目でございますが、専門学校関係では２項目、高等専修学校では２項目、

そして共通要望事項で５項目を述べさせていただきます。で、３ページに移りますが、３

ページの冒頭のところは専門学校関係の要望事項でございまして、専修学校・専門学校の

職業実践専門課程の予算の増額ということであります。これは専門学校制度ができて 40数

年になりますが、長年要望しておりました予算でございますが、この度、30 年度から予算

を初めてつけていただいて、この制度の支援をしていただく、本当に本当に感謝しており

ます。で、現在、東京都知事の推薦により文部科学大臣の認定する都内の職業実践課程は

127校、475学科となっております。認定校においては、企業等との連携による教育課程の

編成、外部委員による学校関係者評価等、教育の内容の質の保証・向上・公開による透明

性・信頼性の確保に努めてまいりますので、更なる補助制度の充実、増額をお願いいたし

ます。同時に、この専修学校における職業実践専門課程の制度発足に伴い、更にそれを支

援していただく予算補助制度を決定していただきましたので、この支援の制度の意義を、

都立高等学校等において、進路指導において指導徹底を願いできればとこういうふうに思

います。要望事項としては、13億 2000万でありますが、現在、私どもの要望としては一人

２万円ということでありますが、30年度において一人 4000円とこうつけていただいて、こ

れも大変感謝申し上げておるわけですが、更なる充実増額をお願いしたいということであ

ります。 

２番目は、教育振興補助制度の専門学校への適用ということでございます。職実専門以

外の課程においても多様な人材を輩出しておりまして、現在、当該専門学校卒業生の 73.2％

が都内で就職等をしております。今後ダイバーシティ等への諸活動に不可欠なインフラ人

材を多数輩出しております。一方、この経済的支援におきまして、専門学校生は大学等に

比べて、極めて経済的に厳しい状況におかれている学生もおりますので、そういった学生

達への支援配慮もお願いしたいということであります。従いまして、これにつきましては、

学生一人当たり２万円ということで 26億 4,000万ということでお願いしたいということで

ございます。ちなみに一番下の、３ページの下にございますが、各府県の、関東近県の学

生の、一人当たりの学生の補助金額でございますが、この度予算も付けていただきました

が、他の府県も参考に、ご検討いただければありがたいとこういうふうに思っております。 

次に、高等専修学校関係につきましては、高等専修学校担当の副会長がございますので、

清水の方から説明させていただきます。 

 それでは４ページをご覧になってください。中学校の卒業資格で入れる専修学校、高等
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専修学校から２つ要望を説明させていただきます。 

まず４番に関しまして特別支援の方ですけども、知事のご配慮で平成 29年度から全国で

唯一、高等専修学校で学ぶ発達障害の子供達へご支援をいただき本当にありがとうござい

ました。あと半分は国から出していただかなくてはいけませんので、国の方にも要望を出

すこともしてまいりますが、東京都さんとしても要望をしていただければ大変ありがたい

というふうに思ってます。で、発達障害の子供達だけではなくて、不登校または高校を中

退して入ってくる子達、非常に多様な生徒が学んでおります。この多様な生徒が職業教育

で将来の目標をしっかり見据え、そして社会自立をしている学校でございますけども、学

校運営に関しましては資料３の方で提示させていただいている通りに、私立高校とその補

助金の対象科目が大きな差があるのがまだ現在も解決がついておりません。多様な子達の

教育に関して、やはり学びのセーフティネット、ここで構築をしていただきたい。 

で、具体的にはやはり命に関わる格差ですね。例えばスクールカウンセラーの設置に関

しても、私立高校に対しては特別補助という形であるけれども、我々、高等専修にはその

補助はないとか、またＡＥＤ購入についても、一応これも私立高校は対応しているけども、

我々127の専修学校・高等専修は対応外であるとかいくつかのものがございます。多様な生

徒の学び、そしてそのセーフティネットの構築ということは、これは私立高校や都立高校

でどちらかと言うと学びにくい子供達を対応している高等専修学校の教育の基盤を、東京

都としてもしっかりと対応していただきたいということで２点要望させていただきました。

特に資料３の対象科目の統一、ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

 次、５ページに移りますが、専門学校並びに高等課程共通の要望事項でございます。５

番目にございますのは、私立専修学校教育環境整備補助ということで教育設備及び研究図

書ということを、お願いして、増額をお願いしたいわけでございます。現在、専門学校独

自の力で、いろんな教育改革・改善などの充実をしておりますが、全て自力で調達するこ

とについては非常に過大な負担が掛かっておりますので、この点につきまして現在、予算

の３億 3000万円を４億に増額していただければと。 

６番目につきましては、専修学校評価促進ということで、私どもの教育の質の保証・向

上等を、鋭意努力して、国内、日本の地区では東京が一番これが進んでいるわけでござい

ますが、更にこの質の向上を含めて、評価促進への予算・補助などを高等専修学校等にも

拡大していきたいというふうに思っているわけでございます。 

７番目、これにつきましても、防災・安全対策、今既にご支援をいただいておりますが、

更にこれを専修学校各種学校が現在対象となっていませんので、これも対象にしていただ

きたいということであります。 

８番目におきましては、被災生徒等の授業料減免の補助ですが、これ既に実行されてい

るわけですが、更にこれを継続して支援していただいて、自立できる態勢まで見届けてい

ただきたいということでございます。 

９番目は、耐震工事の補助。これも先程のと関係するわけでございますが、補助対象、
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今、自己所有の建物だけになっておるわけでありますが、これを借用しておる建物への適

用もお願いしたいということで、学生の安全の確保を更に充実させていただきたいという

ことをお願いしたいというふうに思います。 

今、要望事項９項目させていただきましたが、現在私ども、専門学校また各種学校、東

京におきましては、本当に充実した形で各国から、海外からも一様に高く評価されており

ます。先程も言いました、留学生も年々増えておりまして、大学の、日本語学校における

大学の進学者は大学よりも、現在専門学校の方が多くなってきております。そういうとこ

ろの出口が今ないんですね。立派な教育を受けているにも関わらず、すぐ帰らなきゃいけ

ない、単純労働者はどんどん入れるけど、高度専門人材は残らないという、こういう特区

制度を、東京こそが国際都市でありますので、ぜひこの辺も特区制度の実行をお願いした

いということでございます。 

最後になりますが、この６ページの資料をご覧いただきます。現在私立学校に在籍者は

60 万程いますが、そのうち 16 万 8000 人が専門学校各種学校でございますが、予算におき

ましては去年までは 0.8％でしたけど、この度、今年度予算を付けていただいて予算は１％

になっておりますので、かなりもうちょっとウエイトをかけていただければ、我々の担っ

てる人材がより貢献できる、優秀な人材を輩出できるんじゃないかと思っている、この点

をご理解いただきたいと思います。どうもありがとうございます。 

○司会（武市財務局長） はい、ご丁寧なご要望をありがとうございました。ではまず初

めに知事からお願いをいたします。 

○小池知事 はい、詳細に亘りましてのご要望をいただきました。いくつかございますが、

私の方から何点かまとめてお伝えをしてまいりたいと思います。 

まず、職業実践専門課程の助成策、それから教育振興費の補助制度、それから特別支援

の教育事業費補助、そして専修学校教育環境整備費補助などなどでございました。冒頭に

ご挨拶でも、もう一つ、被災生徒などの授業料等減免補助の継続ということでございます。 

職業実践専門課程での教育条件の維持の向上などなど、30 年度の予算から新たに運営費

の補助を創設したところでございます。実践的教育の高度化ということもあり引き続き必

要な対応を検討してまいりたいとこのように考えております。 

それから特別支援の方ですが、障害児教育の一翼を担っておられるということからも、

こちらの方も教育条件、経営状況などを踏まえながら検討させていただきます。 

教育設備、研究図書なども同様でございます。必要な対応を検討してまいります。 

被災地の生徒という点でございます。減免等可能な限りの支援を行なっていることを踏

まえて、都としても対応を図っていきたいと考えております。私からは以上でございます。 

○司会（武市財務局長） はい、では続きまして生活文化局長の方から補足説明を行ない

ます。 

○浜生活文化局長 はい、生活文化局長でございます。先程のご説明にもございましたよ

うに、専修学校各種学校さんで 16 万 8000 人以上もの学生さん、生徒さんをお預かりいた
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だいているということでありがとうございます。職業教育ということもちろんですし、そ

れから今後高齢化が進展しますと生涯学習の場という役割も果たしていただけるという期

待もあるということで、東京都といたしましても引き続き必要な支援について、ものによ

っては国に要望しないといけないものもございますけれども、ご相談をしながら進めてま

いりたいと思いますので今後ともぜひよろしくお願いいたします。 

○司会（武市財務局長） はい、私の方からは以上です。何かございますでしょうか。 

○東京都専修学校各種学校協会 今お話ありましたように、この職業実践専門課程につい

ての予算は本当に画期的な予算をつけていただきまして、全国の都道府県においても東京

を参考にということで全国的な動きが出始めております。方々、かねてから、東京都から

お話をいただいております、この専門学校、特に職業実践専門課程を育成するには地方自

治体だけでなく国もやはり協力すべきだという点については、私ども強く国に対しても要

望をしてる次第であります。そういう意味で、国と都と連携した形でこれをぜひ推進でき

るような形ができればとこういうふうに思っております。ここにおります小林は、前の全

国の専門学校の会長でございますが、そういう意味で単なる東京都だけでなく、全国に先

駆けてこの支援体制を、今なお全国に向けていきたいとこういうふうに思っておる次第で

あります。今後ともよろしくご指導いただきたいと思います。ありがとうございました。 

○司会（武市財務局長） はい、どうもありがとうございました。それでは以上をもちま

してヒアリング終了とさせていただきます。では引き続きまた連携を取らさせていただき

たいと思います。どうもありがとうございました。 

（東京都専修学校各種学校協会 退室） 

○司会（武市財務局長） はい、どうもありがとうございました。 

 

○司会（武市財務局長） それでは、これより東京都造園緑化業協会の皆様との予算要望

ヒアリングを始めます。どうぞお願いいたします。 

（東京都造園緑化業協会 入室） 

（要望書手交） 

○司会（武市財務局長） ありがとうございました。どうぞご着席をお願いいたします。

それでは、これより東京都造園緑化業協会の皆様との予算要望ヒアリングを始めます。ま

ず冒頭、では、知事からお願いをいたします。 

○小池知事 こんにちは。ご足労いただきました。本日、東京都造園緑化業協会の皆様方

から、直接の予算のご要望を承るということで、もう３回目になります。皆様方には、い

ろいろと入札関係のことについても、ヒアリングを重ねさせていただきました。また、都

立公園の整備、道路の緑化の推進などなど、これから特に、2020年の東京大会で、暑さ対

策として、剪定をどういう形にするのが最も影ができるかということなどで、皆さん方か

ら一番いい方法なども考えていただきたい、このように思っておりますので、どうぞよろ

しくお願いを申し上げます。それでは、さっそく緑のスペシャリストとしてのご意見、承
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らせていただきます。座ったままで、どうぞ。 

〇東京都造園緑化業協会 東京都造園緑化業協会理事長の卯之原でございます。本日はお

忙しい中、小池知事には平成31年度予算等の要望の機会をいただきまして、誠にありがと

うございます。オリンピック開催まで612日となっております。東京のまちを花と緑で世界

の人々を迎えるために、また、今、我々は東京都に指導をいただきながら、マラソンコー

スを中心に街路樹の拡大を行い、緑陰の確保に努めてまいります。本日の要望事項の具体

的な内容につきましては、専務理事の大内より説明させていただきますので、よろしくお

願いいたします。 

それでは、私のほうからご説明させていただきたいと思います。平成31年度の要望とし

ましては、４つの点についてお願いしたいと思います。 

 １つは、公園緑地関係予算の確実な確保と造園業への分離発注に関するお願いでござい

ます。今、我が国では、６月の大阪府北部地震など、予想もできない大地震が発生してお

ります。その中で、首都東京においても、都民の安全、安心を守る上で、防災公園の整備

は大変重要な取組と考えております。引き続き防災公園の整備、充実のための予算の確保

をお願いしたいと思います。 

 また、2020年東京オリンピック・パラリンピックを控えまして、会場及びその周辺の緑

豊かな環境整備はもちろんのこと、昨今の少子高齢化に伴う公園の役割、機能の多様化に

即応した公園等の再整備に関わる予算の充実をお願いしたいと思います。 

 事業に当たりましては、工事維持管理の各分野におきまして、造園業への分離分割発注

を徹底していただくようお願い申し上げます。特に、東京オリンピック・パラリンピック

に関する緑化関連工事につきましては、造園建設業への受注の機会を少しでも増やしてい

ただけるようお願い申し上げます。 

 第２点目としましては、委託関係の最低制限価格の設定についてのお願いでございます。

工事同様、特殊性の高い造園分野におきまして、最低制限価格制を導入していただき、適

正な価格で受注できる環境を作っていただけるようお願い申し上げます。 

 ３点目としましては、業者選定における地域性への配慮でございます。私たち中小造園

業は、東京都地域防災計画に基づきまして、都立公園の被災後の復旧など、都の震災対策

の協力事業者として、より地域に密着した取組を進めているところでございます。ぜひ私

たちの地域社会に対する貢献に鑑みまして、指名選定時におきましては、地域性に特段の

ご配慮をもって選定していただけるようお願い申し上げます。 

 最後に、委託業務における総合評価方式の拡大でございます。先ほど知事さんにおっし

ゃっていただきましたように、東京オリンピック・パラリンピックのマラソンコースとな

ります主要幹線道路におきまして、夏場の緑陰確保のための取組としまして、街路樹の剪

定委託の総合評価方式の試行、発注を進めていただいております。私たちがこれまで積み

上げてきた技術や資格を活かす、そういう意味で、期待に応えなければならないと考えて

おります。今後とも、財務局発注案件におきましても、街路樹剪定士等の資格を有するこ
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とはもちろんのことでございますが、品質・安全作業に関わる知識を有するなど、総合評

価方式を一層進めていただくようお願い申し上げます。簡単でございますが、以上でござ

います。 

〇司会（武市財務局長） ４点にわたるご要望、どうもありがとうございました。それで

は、まず知事のほうから、それから後、私のほうからその後補足説明をさせていただきた

いと存じます。では、お願いいたします。 

〇小池知事 では、私のほうから、予算の確実な確保と分離発注という点でご要望いただ

きました。公園緑地などの整備や維持管理というのは、造園事業者の皆様方のご協力が不

可欠でございます。そして、緑豊かで美しい都市・東京ということを標榜しておりますの

で、この次世代へ確実に緑を受け継ぐということも、つい先日育樹祭も行ったばかりでご

ざいます。都といたしましても、緑の創出、保全、しっかりと進めてまいりたい。これが

１点。 

 それからもう１点、私のほうから、総合評価方式の拡大という制度のご要望でございま

す。この採用によって、業界の持つ知識や経験、技術を生かすということは、公共工事の

品質確保でも有意義と考えておりますので、いただいたご意見を踏まえながら、何ができ

るのかしっかりと考えていきたいと、このように考えております。私から以上です。 

〇司会（武市財務局長） それ以外に、入札契約関係で２点のご要望をいただいておりま

す。１つが、最低制限価格の設定でございますが、この造園関係業務にかかりまして、ど

のような形で最低制限価格を設けるのか、設けない、そういったことによって、制度がど

のように有効に機能していくのか、この制度がいかに有効に機能していくのか、そういっ

た観点で、私ども、引き続き積算方法でございますとか、最低制限価格の算定方法などに

ついて、検討を進めていきたいというふうに考えております。 

 また２点目は、業者選定におけます地域性の配慮ということでご要望をいただいており

ます。この委託業務における指名基準では、剪定業者数を原則５社以上というふうにして

いるところでございます。この指名選定時におけます剪定業者数でございますとか、地域

性の配慮につきましては、希望者数がどのような状況になっているのか、また業務の履行

状況等を踏まえまして、こちらも引き続き検討を行っていきたいと、このように考えてい

るところでございます。私のほうからの回答は以上でございますが、何か他にもございま

したら、どうぞこの際でございますのでお願いいたします。 

〇東京都造園緑化業協会 私のほうから、今、街路樹の計画的な剪定ということで、総合

評価方式を今取り入れていただいておりまして、オリンピック・パラリンピックに向けて

は、樹冠を拡大して緑陰を増やすというようなところで、計画的に行われていると思うん

ですけれども、オリンピックが終わった後、これをまた速やかに必要な緑陰に戻していく、

それも必要なことかと思います。今、外国の方々が非常にたくさん東京にお越しいただい

ておりまして、東京の街路樹は美しいねというようなお話をいただいているようにもおう

かがいしております。オリンピックが終わった以降も、この計画的な総合評価方式による
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剪定作業を行うことによって、美しい環境都市・東京ということで、ぜひ進めていただけ

ればありがたいなあというふうに思っているところでございます。以上でございます。 

〇司会（武市財務局長） どうもありがとうございました。総合評価方式、どのような形

で導入していけば一番効果的なのか、またいろいろ教えていただきながら進めていきたい

というふうに考えております。最後に知事から。 

〇小池知事 ありがとうございます。今、それぞれ業界としてのお言葉、ご要望をうかが

ったわけですけれども、東京の税収が、今奪われようとしてるんです。皆さんもそのこと、

よく知っていただきたいんです。それ、すなわち皆さんの予算に関わってくる話ですから、

協力してください。よろしくお願いします。 

〇司会（武市財務局長） どうもありがとうございました。それでは、以上をもちまして

ヒアリングを終了とさせていただきます。どうもありがとうございました。 

（東京都造園緑化業協会 退室） 

○司会（武市財務局長） どうもありがとうございました。それでは、続きまして社会福

祉協議会の児童部会・乳児部会の皆様でございます。どうぞお願いをいたします。 

（東京都社会福祉協議会（児童部会・乳児部会） 入室） 

（要望書手交） 

○司会（武市財務局長） どうもありがとうございました。それでは、どうぞご着席をお

願いいたします。 

 それでは、これより東京都社会福祉協議会の児童部会・乳児部会の皆様との予算要望ヒ

アリングを始めさせていただきます。ではまず、冒頭、知事よりお願いをいたします。 

〇小池知事 児童部会、乳児部会、それぞれ部会長を初め、皆さん、ご苦労様でございま

す。現場の実態に精通しておられる団体の皆さんから直接のご要望を伺うという主旨でご

ざいます。31年度の予算編成に生かしてまいりたいと考えております。様々な事情から親

元で暮らせない子どもたちの受け皿としての役割を担っておられ、熱心な支援活動を行っ

ていただいていることに、心から敬意を表したく存じます。ぜひとも社会の一員として自

立できる環境を整える、そのために社会全体での責務を担っていきたい、また、いかねば

ならぬと思っております。都は今後、今回ご要望書に既に書き込まれているかと思います

が、東京都社会的養護施策推進計画の見直し、こちらを行なっているところでございまし

て、計画策定にあたりましては、皆様方の貴重な現場のお声をいただきたいと、このよう

に考えております。限られた時間ではございますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

〇司会（武市財務局長） では、さっそくでございます。どうぞご着席のままで結構でご

ざいます。お願いいたします。 

〇東京都社会福祉協議会（児童部会・乳児部会） では、児童部会のほうから説明をさせ

ていただきます。私ども、東社協の児童部会は、施設数が64施設、それから、自立援助ホ

ームが18ホームあります。約3,500名ぐらいの子どもたちが入所して、生活をしているとい

うことであります。この前文にも書かせていただいたんですけども、今、保護者のいない
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児童というのは、本当に全体からするともう４％、５％ぐらいで、90％以上の子どもたち

は親がいます。でも、ここに書いているとおり、ほとんどが虐待を受けて入所するという

ことで、東京の被虐待の比率は非常に高くなっております。ですので、ここに書いている

とおり、質もそうですし、量も待ったなしの拡充というのが求められているという思いで

す。一時保護所も今、もう満杯状態が続いていますし、児童養護施設も満床状態が続いて

いるということで、受け入れの枠がもう足りないという状況なんですね。そういうことで、

たくさん要望がある中で、今回は３点に絞って要望をさせていただきました。 

 １点は、先ほど知事のほうからも話があったとおり、今、国のほうが、児童福祉法の改

正に伴って、新しい社会的養育ビジョンというのが去年出されまして、それに伴って、今

年７月に、社会的養育に関する都道府県推進計画を策定してほしいということで、策定要

領が国のほうから発出されまして、それに基づいて、現在東京都が計画をやっているんで

すけども、その見直しをしなきゃいけないという時期で、ちょっとお聞きすると、少子社

会対策部のほうから聞いたら、児童福祉審議会の特別部会かなんかでやりたいという話な

んです。まだ、でもその審議が始まってないということなので、やはり現場の状況を十分

計画の中に入れるということであれば、早くやっぱり計画の時間をとってやらないと、実

態と合わない制度になってしまうということになると思いますので、もう本当に日時、毎

年、毎年、状況が変わっている部分もありますので、そんな状況を十分くんでいただいて、

それから私たちの要望も、現場の状況の意見を十分盛り込んで、早急に検討を開始してほ

しいということで書いております。そういうことで、ぜひこの計画を児童福祉審議会特別

部会ということになるかもしれませんけども、早急にぜひ検討していただきたいと思って

います。 

 それから２点目。職員の、やはりどの業界もそうだと思うんですけど、人材の確保がな

かなか困難ということで、次のページのところに書いておりますけども、去年の４月現在

では、半数＝46.3％と書きましたけども、半数ぐらいの施設で職員が確保できていないと

いう状況が続いております。保育のほうも、人材確保対策でいろんな対策をうっていると

いうことなんですけども、唯一社会的養護の分野に、職員宿舎借り上げ事業というのがま

だ創設されてないんですね。そういうことで、高齢者福祉も、障害者福祉も、この宿舎借

り上げ事業というのがありますけども、ないので、ぜひ創設してほしいと思っております。

きょう福祉保健局の少子社会対策部の育成支援課のほうから、来年度予算に一応、原案で

すけども入れてあるということをお聞きしてますので、ぜひ実現をしていただきたいと思

っております。 

 それから、３点目。自立援助ホームが、先ほど言ったとおり都内に18ホームあるんです

けども、今、ジョブトレーナーということで、自立支援だとか、それからアフターケアだ

とか、それから就労支援を専門にする専門スタッフが配置されているんですけども、これ

がなんと非常勤職員ということで、１ホームあたり200万程度しか予算が来てないんですね。

非常に専門性を要しますし、経験性も必要となるということなので、こういう非常勤対応
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ではなかなかやっぱり十分な対応ができない。非常勤採用していただいたこともありがた

いとは思ってるんですけども、これを充実、ぜひさせたいと思って、ここに書いてあると

おり、就労支援の実績が多いホームから、ぜひ常勤化配置を順次できるように、予算配置

をしていただきたいと思っております。この前発表された中には、ちょっと入ってなかっ

たもんですから、ぜひ補正予算でもなんでも構わないんですけども、この実現を検討して

いただきたいと強く要望したいと思います。以上、３点です。よろしくお願いします。 

 乳児部会のほうからになります。知事におかれましては、本年１月29日ですかね、児童

養護施設、乳児院、養育家庭という現場を視察していただき、ありがとうございました。

現場を知っていただいて、私たち、非常にうれしく思っております。 

 今回、私たちとすれば、一時保護機能の部分ですね。１番のところになりますけども、

緊急入所が非常に増えております。また、今日プレス発表されましたけども、児童虐待防

止の条例の部分も含めて、赤ちゃんというところでは、やはり緊急の夜間の受け入れとい

うのが出ております。例を言いますと、青梅市にある乳児院では、10月の夜間の受け入れ

が５件ですね。ですので、24時間受け入れをできる乳児院として、一時保護機能を持って

いる乳児院として、その夜間受け入れるっていうことでは、現場の職員さんたちが入所し

ているお子さんを看ながらの部分で対応するということでは、ぜひ夜間の受け入れのとこ

ろに職員を１名配置ができるような形がぜひできないかというのは、私たち乳児部会とし

ての要望としてあります。この１番の緊急一時保護受け入れの適正配置というところを、

ぜひご検討いただければと思います。 

 また、新生児等の健康と安全の確保というところでは、３時間おきにミルクを飲む赤ち

ゃんの命をやはり守るというところでは、職員さんの配置の部分が、おひとりで８人なり

９人をみるという体制があったりしますと、ほとんど仮眠もできないような状態もあると

いうような実態がございます。ぜひその部分では、２番の災害時の人材確保の部分とあわ

せて、何かことが起きたときに動くのは、夜勤をしている職員たちになりますし、各施設、

職員、寮があるところは、近くから駆けつけるというようなことができるんですけども、

ない施設もございますし、十分な人数がそこで確保できるかとなると、なかなか難しい課

題になっております。私たちも努力できる範囲は、もちろん努力はしていくんですけども、

ぜひこの宿舎借り上げ支援等の実施というところを行っていただければというふうに考え

ております。私たち乳児部会のほうからは、以上になります。どうぞよろしくお願いいた

します。 

〇司会（武市財務局長） どうもありがとうございました。それでは、まず初めに知事の

ほうから、その後、福祉保健局長のほうから補足説明という形でご回答させていただきま

す。 

〇小池知事 まず、児童部会から、児童養護施設等の機能の強化と充実について、２点私

のほうから述べたいと思います。社会的養護施設の人材確保と定着策ということで、これ、

新規にご要望いただいております。子どもに対しての安定的な支援という、そのためにも、
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職員の確保、定着は重要でございますし、その意味で、都として必要な対応は検討してま

いりたい。 

 それから、ホーム対象者の社会的自立を図るということから、就労支援の体制を安定的

に確保しておくということは重要でございます。その意味で、全ホームでの支援を目指し

ていきたいと考えております。 

 それから、乳児部会から４点、私のほうからコメントをつけ加えたいと思いますけれど

も、まず、緊急一時保護受け入れの適正配置、必要な対応を図っていきたいと思います。

偏在状況の緩和ということで、必要な対応を図るということであります。 

 それから、新生児の健康、安全の確保、宿舎借り上げ支援の実施、発達障害児などの養

育支援、それぞれ新規でいただいたものでございます。入所する乳児の健康、安全の確保

を図るということは当然重要でございますので、速やかに成長できる環境構築に対しまし

て、都として望ましい連絡調整のあり方を検討していきたいと考えております。 

 それから、社会的養護を支える人材確保と基盤の整備、この２点、１と４でございます

けれども、子育てに関しての不安を解消するということが、虐待などの未然防止ができる

こと、また、家庭復帰の促進にもつながるということから、区市町村ともこれは協力しな

ければなりません。その支援策について、検討してまいりたい。私から以上の点をお答え

させていただきます。 

〇司会（武市財務局長） では、福祉保健局長、お願いします。 

〇内藤福祉保健局長 私のほうから、まず、児童部会からいただきました推進計画の見直

しについてでございます。これまでも部会の皆様のご協力を得ながら、家庭的養護の推進、

専門的ケアの充実に取り組んでまいりました。本当にありがとうございます。お話の、国

の都道府県社会的養育推進計画の策定要領、これに基づきます都の推進計画の見直しにつ

きましては、先ほど知事からもお話しいただきましたように、都といたしましても、迅速

な対応、できますれば来年度中の策定に向けて、今後、検討を進めていくという予定でご

ざいまして、この策定に当たっては、これまで以上に、社会的養護が必要な子どもたちの

状況や課題、これらに応じた実効的な計画になるよう、まさに児童部会の皆様とご相談、

意見交換もさせていただきながら進めてまいりたいと考えております。どうぞよろしくお

願いしたいと思います。 

 それから、乳児部会のほうから幾つかいただいておりますが、虐待防止に向けての取組

としての地域支援専門相談員の適正配置についてでございます。これにつきましても、都

の現行取り組みの中で対応を行っていきたいと考えておりますので、引き続きご理解をい

ただければと思っております。 

 それから、人材の確保関連、特に、乳児院における専門性を有した職員の確保、定着に

ついてでございますが、職員の配置基準につきましては、措置費に加えまして、サービス

推進費でご支援させていただいているところでございます。また、国に対しても、看護職

員の充実や措置費の病虚弱児児童加算などの充実につきまして要望しているところでござ
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いまして、これも引き続き対応してまいりたいと考えております。どうぞよろしくお願い

いたします。 

〇司会（武市財務局長） 私のほうからのまずのご回答、以上でございますが、それ以外

に、何かもしありましたら、せっかくの機会でございますので、どうぞ。 

〇東京都社会福祉協議会（児童部会・乳児部会） 先ほど最初にお話ししましたように、

都道府県の社会的養育推進計画の策定要領が、国の、策定されたわけですけども、それに

基づいて都道府県でさらに計画をつくりなさいということでございますけども、国でつく

った策定要領、これについては、非常に現場の意見が入ってないということが非常に強く

て、実際に現場の意見を、東京都で実際に組み立てるときには、ぜひ現場の意見も聞いて、

本当に対応が困難な、深刻な虐待を受けた子どもたちがちゃんと措置されて、そういうと

ころではきちんと養育できるような体制を作っていただけるような策定を、また東京都と

して作っていただければと思っております。よろしくお願いいたします。 

 同じ問題になるんですけれども、これまでも私たちは、東京都の施策に対しまして全面

的な協力をさせていただいて、そのおかげで、国に先駆けてさまざまな独自の制度を、実

際に実効のある制度をつくらせていただきましたけども、今回のこの計画の策定によって、

なお一層の、我々との現場の実情をきちんと把握した上でということで、しつこいようで

すけども、その点に関してはぜひよろしくお願いしたいと思います。 

〇司会（武市財務局長） どうもありがとうございました。引き続き連携をとらせていた

だきたいと存じます。では、以上をもちまして終了とさせていただきます。どうもありが

とうございました。 

（東京都社会福祉協議会（児童部会・乳児部会） 退室） 

○司会（武市財務局長） どうもありがとうございました。それでは、続きまして、同じ

く社会福祉協議会の保育部会の皆さまでございます。どうぞお願いをいたします。 

（東京都社会福祉協議会（保育部会） 入室） 

（要望書手交） 

○司会（武市財務局長） どうもありがとうございました。どうぞご着席をお願いいたし

ます。それでは、これより東京都社会福祉協議会（保育部会）の皆様との予算要望ヒアリ

ングを始めます。まず、知事からお願いをいたします。 

〇小池知事 これでもう３度目になりますが、年末が近づくと予算編成のご要望をうかが

う、そういうタイミングでございます。城所部会長を初めとする保育部会の皆様方、保育

サービスの拡充に取り組んでこられました。おかげさまで、皆様方のご協力もあり、今年

の待機児童数ですけれども、昨年度に比べますと3,172人減少いたしまして、10年振りに

5,000人台になっております。改めて東京の子どもたちの保育にご協力いただいていること

に感謝申し上げたく存じます。とは言え、これからもこれが好循環になっていくことが必

要かと思いますし、また、女性がこれによって社会で活躍する、そういった場が増えると

いうことは、全体にとりましてもプラスの効果は多々あるかと思います。限られた時間で
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はございますが、今日はどうぞよろしくお願いいたします。 

〇司会（武市財務局長） それでは、さっそくでございますが、城所部会長のほうからお

願いをいたします。ご着席のままで結構でございます。 

〇東京都社会福祉協議会（保育部会） 都社協保育部会、部会長の城所です。今日は、正

副部会長と特別委員長が参加させていただきます。本当に３回目の知事との直接ヒアリン

グ、本当にありがとうございます。平成31年度に向けて、保育関係予算への要望をお話し

させていただきます。 

 東京の保育施策展開につきましては、かねてから種々のご尽力をいただきまして、厚く

御礼申し上げます。待機児童の解消に向けた保育所等におけるICT化の促進や、安全対策等、

保育の量、また質の向上につながる取組をしていただきまして、重ねて御礼申し上げます。

都内各地の保育ニーズに着実に応えるとともに、子どもの最善の利益が考慮された保育を

実現するため、保育部会としても更なる取組に努めてまいりたいと思っています。東京都

におかれましては、保育施策の充実に向けて、３点の特段のご配慮を賜りますようお願い

にあがりました。 

 まず１点目です。国や都の保育施策が都内の全ての保育所に届くよう、財政力指数の低

い自治体の負担を、負担金に対する補助の実施をお願いしたいと思っています。国や都か

ら保育園に対して多くの補助事業が提示されていますが、そのほとんどの場合、自治体の

負担金、８分の１、４分の１等発生するため、財政力指数の低い多摩地区、23区以外です

ね。市町村では、負担金の捻出が難しく、保育園までそういう施策が届かないのが現状で

あり、その結果、地域間格差が東京都内において生じているという実態です。都内の全域

で同一の保育が実施できますよう、自治体の負担金に対する都の援助をお願いしたいと思

っています。昨年、東京都が独自に緊急対策として、10分の10という補助金もいただきま

した。ただそこでも負担金がなかったんですけれど、実施がしたくてもできなかったとい

う事実も聞いております。多くはそういう負担金があるからということで、難しいという

ことで受けてますので、そこは現場の意見をぜひ東京都さんに支援を、財政だけではない

支援を含めて、お願いできればなあと思っています。 

 ２つ目です。保育現場を安全かつ円滑に運営するための、新しい新たな職員の増配置加

算の実施ということです。保育現場では、保育所職員のワーク・ライフと書いてますけど、

私はライフ・ワークというバランスの向上を、キャリアアップ、研修等における保育の質

の向上、職場での環境の改善、処遇の改善による職員の定着など、目標を掲げています。

同時に、都市型保育事業の展開に加え、近年、多様な価値観を持つ保護者の方への対応や、

発達上、及び、医療上もそうなんですけど、配慮をする、要する子どもへの個別的ケア、

またプールの監視やお散歩の補助等、子どもの安全の確保などに多くの課題を抱えている

現状です。園内研修や会議の時間、また保育事務の時間の確保など、保育の質を担保する

上で不可欠ですが、さらに保育士等のキャリアアップ研修に参加するための時間の確保も

難しい状況が生じております。保育士の増配置が本来望ましいのですが、保育士不足と今
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言われている中で、これらの目標、課題を実現するためには、必ずしも保育士に限らない

常勤職員の増配置、最も現実的であると考えております。ぜひとも職員の増配置をお願い

できればなあという。１つの事例です。これはもう都営のものなんですけど、配慮する加

配の職員、無資格で採用しました。その職員がやはりやる気を持って保育士を目指しても

らって、１年、２年で保育士の資格を取得しています。ですので、ここでは増配置という

形で、無資格でもいいですよと言ってますが、やはりそこは現場で育成しながら、保育士

の確保も含めて、増員をすることで、今のいろいろ保育指針が変わって役割が増える中で、

子どもの保育だけではなくて、親支援、地域の子育て支援をするためにも、増配置を、東

京都独自でお願いできればなあと思っています。 

 ３点目です。保育士のキャリアアップ研修の充実ということで、国においては、保育士

等の質の向上と処遇改善を目的に、平成29年度より保育現場における各専門分野のリーダ

ー的な役割を担う保育士等を対象に、キャリアアップ研修の受講を義務づけています。こ

れによって、東京都におかれましては、平成30年度より必要な研修が多様な団体によって

実施されるよう、キャリアアップ研修の指定及び研修支援事業費を、補助を行っておりま

す。様々な団体が研修を主催するため、日程の重複や研修内容のばらつきもあると考えら

れます。また、保育士不足が深刻化する中で、保育現場では、研修への参加のためのロー

テーション、調整も難しい現状も発生しています。キャリアアップ研修により多くの保育

士が参加しやすく、また質を担保した共通の内容の研修が都内全域で行われますよう、例

えばですけど、ｅラーニングの導入や、科目ごとの研修実施機関への委託など、より参加

しやすい仕組みを構築していただけますようお願いいたします。また、現在の研修支援事

業費補助を継続する場合には、研修の参加人数等に応じて会場費や事務費等が異なること

から、規模に応じた補助金とするようお願いできればと思います。 

 保育部会でも、可能な範囲でキャリアアップの研修を、指定を受けて行っております。

従来からやってきたものがちょっと額的には高額だったので、補助金をいただかずに、部

会独自でキャリアアップ研修を事務局を通して行ってはいます。ですので、今年度、東京

都の補助を受けて行ってありがたいとは思ってはいるんですが、使い方に関しては、柔軟

な対応をお願いできればなあというふうに思っています。保育部会は、都内に今、会員園

が1,401園になりました。その中で、認定子ども園が、今36園です。非常に認定子ども園に

関しては、会員園としては少ないです。まだまだ私たちは、待機児解消するために、まだ

まだ認定子ども園に移行するという、まだゆとりがないのか、まだそういうスペースがあ

りませんので、東京都内で一番の会員園、公立、私立の園が団体としておりますので、ぜ

ひとも都社協保育部会の31年度予算要望についてお願いできればなあと思っています。よ

ろしくお願いいたします。 

〇司会（武市財務局長） ３点にわたるご要望、どうもありがとうございました。それで

は、まず知事から、その後、局長のほうから補足説明という形で。 

〇小池知事 現場に即した要望に耳を傾けさせていただきました。まず、財政力指数の低
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い自治体の負担金に対しての補助の実施という点でございますけれども、地域間格差がな

くなるように、様々工夫をしてまいりたいと考えております。それから、２番目の職員の

増配置加算の実施でございますが、保育士さんの業務負担を軽減して、保育士の離職を防

止したり、人材の確保を行うと。そのためにも、保育士の資格を持たない保育補助者の雇

いあげにかかります費用の補助を行っておりますが、これについても、今後、引き続き取

組を進めていきたいと考えております。 

 それからキャリアアップの研修でございますが、都では多くの保育士さんがおられます

けれども、またその分、研修の実施規模も大きいということでございます。しかし、その

中で適切に研修が提供されるように取り組む必要があろうかと思っておりますので、局か

らもまた詳しくお話を伺いながら、検討してまいりたいと考えております。私から以上で

す。 

〇司会（武市財務局長） では、福祉保健局長、何かあればお願いします。 

〇内藤福祉保健局長 知事のほうからご要望事項、それぞれお答えいただいたわけでござ

います。私のほうから１つ付け加えさせていただくならば、確かにお話をいただいたよう

に、現場実態がどうなっているかということを踏まえて、やっぱり一番実効性のある事業

を事業化して、具体化していくことが大事だと思っております。そんな中で、保育の場合、

たぶん施設の整備の促進の面、それから人材のまさに確保、定着、それと、利用者の支援

をどう充実させるか、それぞれ三位一体ではないんですが、それぞれをどうやって統合し

ていくかということがたぶん問われていると思っております。現行では、区市町村の取組

に対しまして、子ども家庭支援区市町村包括補助事業といったものや、子育て推進交付金、

こういったものを制度でご用意しております。私どもとしては、これらをできるだけ区市

町村さんにも積極的にご活用いただきたいと思っておりまして、その意味で、例えば、東

京都待機児童対策協議会等、こういった場を通じて働きかけを行っているところでござい

ます。逆に、部会のほうからも、ぜひこういったメニューを積極活用するような形を、い

ろんな場面で声を大にしていただければと思っておりますので、どうぞお力添えをいただ

きたいと思っております。よろしくお願いします。 

〇司会（武市財務局長） 私のほうからのご説明、ご回答は以上でございます。何か最後

ございますか。よろしゅうございますか。何かあれば、どうぞ。では、以上をもちまして

終了とさせていただきます。どうもありがとうございました。 

（東京都社会福祉協議会（保育部会） 退室） 

○司会（武市財務局長） どうもありがとうございました。 

 それでは続きまして、東京都民間保育園協会の皆様でございます。どうぞお願いをいた

します。 

（東京都民間保育園協会 入室） 

（要望書手交） 

○司会（武市財務局長） どうもありがとうございました。どうぞご着席をお願いいたし
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ます。それでは、これより東京都民間保育園協会の皆様との予算要望ヒアリングを始めさ

せていただきます。では知事、お願いします。 

○小池知事 川下会長を初め民間保育園協会の皆様には、今年もご足労をいただき、感謝

申し上げたく存じます。現場の皆様方から、直接現場のニーズ、ご要望を伺うという主旨

でございます。認可保育所の運営を通じて、保育の質の向上、そしてまた児童福祉の発展

のためにご尽力をいただいておりますこと、改めて敬意を表したく存じます。待機児童の

解消ということについては、私は知事就任から、即取りかかったことでございます。ほか

の国では、育児と仕事と両立ができるのはもう当たり前のことであるのに、日本で、東京

でできないのは何なんだろうというふうにかねがね考えておりましたので、知事に就任後

真っ先に取りかかったのがこのテーマでございます。そして、皆様方の取組もあり、昨年

度は3,172人減少いたしまして、10年振りの5,000人台になっております。これがうまく好

循環をしていくことを期待をするところでございまして、引き続き重層的、効果的な施策

を強力に進めてまいりたいと考えております。短い時間ですが、どうぞよろしくお願いい

たします。 

〇司会（武市財務局長） それでは、さっそくでございますが、会長のほうからどうぞ。

ご着席のままで結構でございます。お願いします。 

〇東京都民間保育園協会 今日はお時間をとっていただいて、ありがとうございます。私

ども、ご承知のとおり、非営利の団体で構成されております。11月で1,072園の加盟をいた

だいているところです。本日は時間もないことですので、さっそく私どもの事務局長のほ

うから、予算要望等の説明をさせていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。 

さっそくですが、要望の方、説明させていただきます。今回は４点、４項目を要望させ

ていただきます。そのうち１、２、３項目に関しましては、７月に一度提出させていただ

いたものから、そのときは10項目ほど提出させていただきましたが、その中から３つ重点

項目としてあげさせてもらって、今回プラスで１項目、４番目を入れさせていただいてい

ます。 

 まず、その４点ですが、さっそく中身を説明させていただきます。まず１点目。東京都

及び国の保育施策において、区市町村格差が出ないよう支援をお願いいたします。今回、

この数年ですが、保育従事者の宿舎借り上げの新事業ですとか、あとは居宅訪問型の保育

利用支援事業、または保育所等ICT化ということで、様々な東京都、国において、新しい保

育施策を実施していただきまして、誠に感謝しております。その中で、当協会、先ほど会

長からもありましたが、会員園1,000を超えていますが、その会員園の各市区町村に実施し

たアンケートの結果によりますと、なかなか区市町村の財政力の差がございますもんです

から、それによって、せっかくの様々な施策が実施できてない地域が多数あったことがア

ンケート結果で分かりました。これはぜひ是正していく、都民全体が区部も支部も多摩地

域の方も含めて、全部が施策を受けられるように、区市町村の財政格差への配慮等、支援
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等をお願いしたいと思っております。 

 ２番目です。保育士のライフ・ワーク・バランスの実現に向けてのサポート、また特別

な配慮や個別の支援が必要な児童及び保護者に対して適切な保育が提供できるよう、正規

職員１名、１人の増員配置加算をお願いいたします。現在、先ほど知事からもございまし

た待機児童解消に向けて、東京都中の保育園が頑張っているところでございますが、その

中で一番の課題となっているのが、保育人材の確保、定着に関してが、一番の喫緊の課題

となっています。そのような中で、保育士等、保育所で働く職員のライフ・ワーク・バラ

ンスの確立というのが、今後の一番のテーマになってくるのかなと考えています。処遇改

善という意味では、国、都からたくさんのお金のほうも、今回予算を組んでいただいて、

この数年で確実に給料が上がってきています。ただ、その中で保育士、現場の声を聞いて

いきますと、お金も大事だけれども、やっぱり休みが欲しいという声が本当に大きくなっ

ています。そういう中で、本当に本来子どものために保育の質を高めていくためには、保

育士の本当の意味でのライフとワークのバランスという部分を高めていくのは、とても重

要な課題だと認識しております。保育士自体が、女性が多い職場です。その中で、働く女

性という意味で、保育士そのものが働く女性なので、彼女たちの本当に仕事の質、生活の

質を上げていくというのをぜひ考えておりますので、一番この中で確実な方法としては、

正規職員の増員配置という形をしていただくことが、職場の質を上げていくことにつなが

ります。子どものために絶対つながることです。それを希望いたします。 

 ３番目です。事務量の増加に対する補助、簡素化など、改善をお願いいたします。こち

らはもう数年来ずっと言い続けていることなんですが、昨今、書類がとても複雑になって

おりまして、特に、財務諸表の電子開示システムへの対応ですとか、様々な申請書類関係、

保育所の施設長の業務が本当に複雑になってきているというのがございます。その中で、

事務職員、実は今、国の補助金の中では、非常勤扱いで１名入っているんですが、それを

ぜひ常勤化していただきたいという要望を常々お願いしているところなんですが、その常

勤化も含めてなんですが、ぜひ簡素化ですとか、より効率良く事務処理ができるようなこ

とができたらいいなあというふうに思っておりますので、簡素化、補助等の改善をお願い

したいと思っております。 

 最後です。こちらは今回、新たに加えさせていただいた中身になっています。幼児教育、

保育の無償化ということで、消費税増税にあわせて、来年10月から行われるというふうに

言われています。その中で、特に、あと半年近くなってきた中で、一番現場のほうで不安

に思っているのは、無償化によって給食費が実費徴収に切り替わるんではないかというこ

とが、今、実費徴収ですね。給食費を今までは、ここにも書いてますけど、東京都、歴史

的に見ても、給食費、特に別でとることなく、完全給食をずっとやってきています。いろ

いろ調べてみたんですが、昭和44年から、ちょうど来年で50年ですね。そういうことで、

すべて、主食、副食含めて完全給食をやってきました。そういう歴史の中で、今回、国の

ほうで給食費を外に出したいと。幼稚園が給食費をとっているではないですか。それと同
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じように、２号児、３号児、保育園の子どもたちも、給食費は別でとろうというような動

きがあるんですね。その中で、東京都、今まで50年続けてきた完全給食の実施というのが

変わってしまうと、無償化によってせっかく負担が減ってきた保護者に対して、給食費と

いう新たな負担を増やすというようなことになりかねないんですね。今まで、逆転現象み

たいなことが無償化によって起きてしまうようなことが心配されています。その徴収方法

その他も含めて、現場で、とにかく保護者に対しても、我々現場の職員に対しても、混乱

が起きないよう、ぜひ東京都におきましてはきめ細やかな対応を、やはり国に対しても含

めて、お願いしたいなあというふうに思っております。以上４項目です。よろしくお願い

いたします。 

〇司会（武市財務局長） ４点に絞ってのご要望、どうもありがとうございました。それ

では、まず知事から、その後、局長からお答えいたします。 

〇小池知事 それでは、私のほうから、要望書の３ページにあります事務量の増加に対し

ての補助、簡素化を改善してほしいというご要望、ございました。どれぐらい、どんな書

類を書いているのか、一度私、見てみたい。もう本当に大変だと思うんですよ。自衛隊な

んかでも、そういう書類を書くのにみんな忙しくて、訓練なかなかできないとかっていう

悲鳴が上がったこともありますけれども、自衛隊どころか、保育施設において、保育園に

おいても、書類。そういうのって何か、そのままエクセルに入れればできるとか、そんな

んじゃないんですか。 

〇東京都民間保育園協会 東京都のほうでも、エクセルの入力、簡素化できるような書類

をたくさん作っていただいて、簡素化の方向には向かっていると思うんですけど、まだま

だ複雑かなあ、難しいかなあという気はしてます。 

〇小池知事 最後にハンコがいるとか？ 

〇東京都民間保育園協会 そういうのはもちろんプリントアウトした後でできることなの

で。ＩＣＴ化はどんどん進んではいるのでいいんですが。 

〇小池知事 一度ちょっと、じゃあ、見せてもらおう。そういったことが大変手間という

か、人手がそれによってとられるとか、時間がとられるということなんだろうとお察しを

いたしますので、保育士資格を持たない保育補助者の雇いあげにかかる費用の補助を行っ

ておりますので、今後も引き続きこの取組を進めていくことで、サポートができるのでは

ないかと考えております。 

 それから同じく、３ページ目の４番目の項目で、幼児教育、保育無償化にかかるきめ細

かな対応ということで、現在、国、具体的な制度設計の検討を進めているというのは、今、

お話ございましたとおりでございますが、国の動向を踏まえた上で、区市町村への指導な

ど、自治体としての役割を果たしていきたい。東京都として、そのように考えております。

私のほうから、この２点についてお話しをさせていただきました。あと、局長から。 

〇内藤福祉保健局長 それでは、私のほうから、まず１点目でございまして、区市町村格

差への支援という点でございます。まさにこれは保育サービスの拡充、充実に取り組める
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よう、当然、施設、保育所等の整備促進、それから人材の確保定着、さらには、実際利用

される方々への支援の充実、さまざまな施策を進めて、いわゆるこれまでも地域の実情を

踏まえた区市町村の取組、これを子ども家庭支援の区市町村包括補助制度、補助事業でご

ざいます。メニュー提示の中で、好きなものを選ぶといったら失礼なんですが、必要なも

のを選んでいくという事業でございますが、そういったもの、補助だとか、子育て推進交

付金等を通じて支援をさせていただいているところでございます。ぜひとも都の施策もそ

うだし、国の施策もございます。こうしたものをぜひとも区市町村さんにも積極的にご活

用いただければと思っておりまして、私どもとしても、事あるごとに働きかけ、また掘り

起こしといったらちょっと失礼なんですけども、ご活用に向けた声かけをさせていただい

ているところでございます。ぜひとも一緒に取り組んでいければと思っております。よろ

しくお願いします。 

 それから、職員のサポートの部分がございました。都として、保育士の職場環境の改善

などを行う保育事業者の方々を支援するため、まさに保育従事職員の方の資格取得、それ

から先ほどお話しがあったＩＣＴ化の推進に向けた事業所の支援、こういったものを行っ

ております。また、先ほどアレルギーの話も触れられておりましたけども、アレルギー児

や障害者の特に配慮が必要となる児童に対する保育の充実、これを図るために、社会福祉

法人や株式会社など、すべての事業主体を対象に、認可保育所、認証保育所、また小規模

保育事業との多様な保育サービスを幅広く支援させていただく保育サービス推進事業、ま

た、先ほど申し上げた子育て推進交付金、こういったものをぜひとも柔軟に活用いただけ

ればと思っております。引き続きご支援させていただければと思っております。どうぞよ

ろしくお願いします。 

〇司会（武市財務局長） はい、私のほうからの回答は以上でございます。最後、何か皆

様のほうから付け加えることございましたら、どうぞ。 

〇東京都民間保育園協会 今の１点目のところなんですが、実は、私ども、それぞれの区

市町村から協力をいただいて、毎年、補助事業の一覧を表にさせていただいているところ

です。担当部署のほうにもお渡しをさせていただきますので、やはりそれぞれの区市町村

によって、もちろん考え方もあるんでしょうが、取り組んでいる項目の格差が非常に大き

いというふうに思っています。ですから、それが意識的にそうなっているのか、また補助

率の問題なのかというようなところもあるんですが、ぜひ私どもの現場が困らないような、

ぜひ取り組めるようなことを、市区町村に対して助言をいただければありがたいなあとい

うふうに思っております。 

〇司会（武市財務局長） またいろいろ状況、教えていただければというふうに思います。

では、よろしゅうございましょうか。では、以上をもちましてヒアリング終了とさせてい

ただきます。どうもありがとうございました。 

（東京都民間保育園協会 退室） 

○司会（武市財務局長） どうもありがとうございました。 
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 では、続きまして、日本こども育成協議会・東京都認証保育所協会の皆様でございます。

どうぞお願いします。 

（日本こども育成協議会・東京都認証保育所協会 入室） 

（要望書手交） 

○司会（武市財務局長） どうもありがとうございました。それでは、どうぞご着席をお

願いいたします。 

 それでは、日本こども育成協議会・東京都認証保育所協会の皆様との予算要望ヒアリン

グを始めさせていただきます。では、まず冒頭、知事からお願いをいたします。 

〇小池知事 今日は廣島会長、毛利会長、それぞれ協議会、そして保育所の代表の皆様方、

お越しくださいました。ご苦労様でございます。年末に向かいまして予算編成ということ

で、ご要望を直接うかがう機会でございます。待機児童対策は、さきに取り組んできた、

私自身、大きなテーマだと考えておりまして、ことし４月時点で、待機児童数はおかげさ

まで5,000人台、5,414人ということで、3,172人昨年度よりも減少するということで、やは

り続けていくと、だんだんこの傾向、またきっと、それぞれの親御さんたちも人生計画と

いうのがあるんだろうと思いますが、この２年でどうかというのはありますけれど、２年、

３年でありますけれども、やはりそれに対してちゃんと皆さんが設計ができる、人生設計

ってだいたい予定外のことが多いんですが、それでも、やはりこの一番大きな出来事に、

出産から、それから子育てというのは、大きなことだと思います。そこに対して、東京都

はしっかり取り組んでいきたいという考えでございます。都区市町村、民間事業者の皆さ

んが、それぞれ地道な努力を続けてこられたのが、今こういう形で、流れができつつある

ということでございます。きょうは短い時間ではございますが、それぞれ現場のお声聞か

せていただければと存じます。よろしくお願いいたします。 

〇司会（武市財務局長） では、どうぞご着席のままで結構でございますので、よろしく

お願いいたします。 

〇日本こども育成協議会・東京都認証保育所協会 本日はこのような機会をいただきまし

て、昨年に引き続き、大変ありがとうございます。おかげさまで、東京都の認証保育所も、

平成13年８月に第１号ができて以来、本年で18年目を迎えるということになりました。様々

な中で、当然、認可化の問題であるとか、ということで、東京都の認証保育所そのものも

様々な課題を抱えているという。しかし、今知事がおっしゃったように、待機児童の解消

ということについては、私ども、全力をあげて今日まで進めてまいりました。また、都民

の皆様方に、認証保育所で良かったという声を多くいただいているというのも、また現実

でございます。今日、私どもの要望をこれから知事のほうにお届けさせていただきまして、

更なる制度の発展、そして充実を深くお願い申し上げたいと、このように思います。本日

は大変ありがとうございました。引き続き、細かい点で要望させていただきたいと思いま

す。 

〇日本こども育成協議会・東京都認証保育所協会 よろしくお願いいたします。平成31年
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度東京都予算要望といたしまして、このたび認証保育所制度発足からだいぶ過ぎまして、

現在、平成26年４月には719カ所、定員２万4,527人を数え、最大となりました。しかし、

その後、認可施策や待機児解消施策の中で、平成30年４月では610カ所、定員は２万759人

と減少傾向にあります。この傾向は、やはり国家的な課題である待機児解消のために、国

及び自治体が力を注いでおり、なおかつ認証保育所から認可保育所への移行も含まれるも

のであります。しかしながら、現在、定員割れを生じている保育所が出現しており、将来、

待機児童が解消された際には、認証保育所制度が廃止されてしまうのではないかという不

安も多数寄せられております。大都市東京の多様な保育ニーズにこたえるため、都独自の

制度として創設され、現在も多様な保育環境、また13時間開所や直接契約、保育の要件に

問われずに柔軟に対応していくことが可能ということもあり、東京都の多様な保育政策に

きめ細やかに対応できる次世代を担う子どもたちを健全に育成していくためには、認可保

育所のみならず、認証保育所制度の維持発展が不可欠ですので、ぜひともよろしくお願い

いたします。 

 続きまして、２番目の認可外保育施設利用支援事業についてということなんですけれど

も、東京都でも把握されてますとおり、認可保育所利用の保護者と比べ、４万円程度の保

育料格差があります。認証保育所の利用者は若い保護者世帯も多く、また第２子、第３子

の出産も多くみられるので、とても成果を上げているのですけれども、この保育料の負担

というのは、非常に大きくなっております。現在、東京都でも４万円の上限に保育料補助

ということで、保育負担、保護者負担軽減金をのせていただいているのですが、現在２分

の１を東京都負担、２分の１を市区町村負担としております。区市町村の各実施主体によ

って、各市区町村ごとに上限の金額が決まっているので、せっかく東京都で２万円の予算

をつけていただいているのですが、有効に活用されずに、やはり子どもが少ない区であれ

ば上限いっぱい出せるんですが、子どもが多い区ですと、さまざまな要件があったり、過

去の制度を利用されてないという実態があります。この中で、やはり都知事の号令のもと、

まず東京都が率先して、この予算分についてはぜひ保護者負担の軽減に使っていただきた

い。それによって、各区市町村も努力をしていただくように、呼び水にしてほしいという

のが、１つあります。 

 もう１点目は、この制度自体が平成31年度までの時限措置となっておりまして、これが

なくなってしまった場合、各市区町村としても、保護者負担の軽減制度はなくしてしまう、

廃止を検討しているという自治体もあります。この中で、やはり保育料というのはとても

大きな負担を保護者にかけているものでありまして、都民の第２子、第３子を出産したい

という思いに対してもブレーキをかける結果となってしまいますので、ぜひともこの保護

者負担の軽減金について、継続をしていただきたいという要望になります。 

 幼児教育の無償化というのが言われておりますが、こちら、３、４、５歳の幼児教育が

対象で、認証保育所は、０、１、２歳児がほとんどを占めております。一応対象といたし

ましては、低所得者世帯に関しては対象にのってくるんですけれども、通常の世帯に関し
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ては、０、１、２歳児に対しての保育料無償化というのは一切ありませんので、ぜひとも

東京都の独自の制度として、このあたりをよろしくお願いいたします。 

 また、３点目となりましては、保育士宿舎借り上げ支援事業の継続実施についてという

内容になります。現在、保育士不足が叫ばれている中、東京では多数の保育所ができてい

て、新規に保育所を確保することも難しくなっております。本事業は加速化プランに基づ

く事業であることから、待機児童解消という目的が達成されれば、事業廃止となることが

懸念されております。事業廃止となった場合、宿舎借り上げの中止や、多額の家賃負担を

余儀なくされる事態が生じかねず、これまでのような保育士確保が困難になること、また、

現在、現場で働いている保育士にとっても、生活面で非常に苦しくなることが想定されま

すので、事業者から不安の訴えと継続を求める声が多数寄せられております。本事業は、

その目的に、保育士の就業継続と離職防止をうたっており、待機児童が解消されても継続

が必要な事業ですので、何卒検討のほうをよろしくお願いいたします。 

 最後に４番目ですが、保育士配置の定員見合いから、入所児童数見合いの変更について

という内容になります。現在、保育所は開所すると、入所定員に対して職員を置かなくて

はなりません。ただ、やはり３、４、５歳児等や、入所、開所当日、また地域によっては

保育格差がありまして、待機児童の数にも偏在があります。実際に利用する子どもに対し

て、定員を割ること、保育士の配置基準を割ることは大問題となりますが、保育の質は維

持しつつも、実際の入所児童数に応じて保育士の配置をすることを認めていただきたいと

いう要望になります。これは、内容といたしましては、実際、例えば30人子どもがいます。

そこに対して必要な人員は、７人保育士が必要。ただ、定員としては50人あります。ここ

には12人必要ですとなった時に、足りない、入っていないと、補助金も入ることができず、

保育士の処遇をすることもままならなくなってしまうことや、実際、多数運営している保

育園などでは、Ａ地域では待機児がたくさんいて、定員を超えて預かっている。Ｂ地域で

はだいぶ解消されてしまって、定員を割ってしまっているときに、応援に保育士を送るこ

とも可能ですので、ここの部分は、保育士見合い、実際の子どもに見合った人数配置とい

うことを認めていただきたいという内容になります。予算要望につきましては、以上の４

点となりますが、ぜひともよろしくお願いいたします。 

〇司会（武市財務局長） 大きく４点のご要望、ありがとうございました。それでは、ま

ず初めに知事のほうからお願いします。 

〇小池知事 まず、認証保育所制度の維持、発展ということでのご指摘がありました。都

民の保育、子育てには大変多様なニーズがあります。そのためにもきめ細かに対応してい

くことが必要となってまいりますが、例えば13時間開所、０歳児保育の義務づけている認

証保育所でございますが、都の保育施策の重要な柱の１つでございますので、引き続きし

っかり対応していきたいと考えております。これが１点。 

 ２点目が、認可外保育施設の利用支援事業についてでございますが、これを継続したい

というご要望であります。待機児童の解消、そして区市町村が実施しています認可外の保
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育施設利用者に対しての負担軽減にかかる費用の一部を助成する、そして認可外保育施設

の利用者を支援していくということは、極めて重要なことだと考えておりますので、来年

度につきましても、しっかり対応していきたいと考えております。 

 それからもう１つ加えますと、保育従事の職員の宿舎借り上げの件でありますが、保育

人材の確保と定着というのが、まずは十分な保育サービスの提供に不可欠な基礎だという

ふうに認識しておりますので、国の動向も踏まえながら、都としてしっかり対応を図って

いきたいと考えております。私から以上です。 

〇司会（武市財務局長） では、福祉保健局長、お願いします。 

〇内藤福祉保健局長 それでは、私のほうから。今、知事からも大きく３点について、引

き続き都としても対応させていただくというお話をいただきました。それと、先ほど負担

割合の変更についてのご要望をいただきました。これはご案内のとおりでございますが、

認可外保育施設利用者支援事業、これは保育の実施主体である区市町村が、認可外保育施

設利用者に対し負担軽減を行なう場合に、都が区市町村に対し補助する事業でございます。

これが基本となってございます。私どもとしては、今後とも区市町村に対しまして、本事

業の積極的な活用、確かに地域によって、使われ方に差が、ややもするとあるということ

も承知しております。それぞれの地域実情もあろうかと思うんですが、せっかくのメニュ

ーでございますので、なるべく積極的な活用をいただけるよう働きかけてまいりたいと考

えております。 

 それから、保育士の配置の部分でございますが、これも言わずもがなでございますが、

認証保育所におきましては、定員の範囲内でいつでも児童が受け入れられることが求めら

れております。それが１つの安心、安全につながるものかなあと思っているんですが、そ

のため、在籍児童が定員を下回る場合であっても、設定した定員に対して、必要となる職

員数を配置することが基本となっております。先ほどお話しいただいたように、さりとて

認可と違って、認証の自由度がある部分もあります。改めて我々としても、認証の魅力づ

くりじゃないんですが、例えば、認可でできてない13時間保育等を取り組んでいただいて、

こういったものをさらに発展できないかどうかとか、一緒に知恵を出させていただければ

と思っています。どうぞよろしくお願いします。 

〇司会（武市財務局長） 私のほうからの回答は以上でございますが、まだほかに何かご

ざいましたら。会長も来ていらっしゃいますが。 

〇日本こども育成協議会・東京都認証保育所協会 きょうは貴重なお時間ありがとうござ

いました。今回、認証保育所の維持、発展のために、事業者から寄せられた要望の一部で

はございますけれども、時代に合った制度の見直しを小池都知事のお力添えで進めていた

だきたく、よろしくお願いいたします。 

 先ほどちょっと申し遅れたんですが、昨年の御礼を申し上げなきゃいけないのに、すっ

かり忘れてしまいました。すみません。局長も先ほど、本年で17年過ぎたということで、

初期のころから含めて、昨年、いわゆる改修工事の件でご要望させていただきました。本
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当にありがとうございました。そういう意味では、本当に弱小の施設が多い中でございま

すので、今回、そのような形で予算化していただきましたこと、本当は冒頭に御礼申し上

げなきゃいけなかったんですが、すみません。大変ありがとうございました。 

〇司会（武市財務局長） ありがとうございました。では、よろしゅうございましょうか。

では、以上をもちまして終了とさせていただきます。どうもありがとうございました。 

（日本こども育成協議会・東京都認証保育所協会 退室） 

○司会（武市財務局長） どうもありがとうございました。それでは本日最後になります。

東京養育家庭の会の皆様でございます。どうぞお願いをいたします。 

（東京養育家庭の会 入室） 

（要望書手交） 

○司会（武市財務局長） どうもありがとうございました。どうぞご着席をお願いいたし

ます。それでは、これより東京養育家庭の会の皆様との予算要望ヒアリングを始めます。

では、まず冒頭、知事からお願いをいたします。 

○小池知事 東京養育家庭の会の皆様には、今回で２回目でございます。お越しいただき

ました。児童虐待防止に向けて、取組を強化しているところでございますが、家庭で暮ら

すことのできない子ども、その子どもたちを家庭に迎え入れる里親ということ、大変今、

注目もされているところでございます。今年の１月には、養育家庭としてご活躍いただい

ているご家庭を訪問させていただきました。里親の方、そして、元里子の方から、日頃の

ご労苦のお話、思い出など、直接伺うことができました。里親として、益々ご協力いただ

く方を増やしていくということも必要かと思いますので、さらに取組を進めてまいりたい

と、このように考えております。きょうは短い時間ですが、よろしくお願いいたします。 

〇司会（武市財務局長） それでは、青葉理事長、どうぞご着席のままで結構でございま

す。よろしくお願いいたします。 

〇東京養育家庭の会 昨年は養育家庭をご訪問いただきまして、本当にありがとうござい

ました。知事に直接訪問いただきまして、我々養育家庭、元気が出まして、これから頑張

ろうという気になって、一致団結しているところです。本当にありがとうございました。

また、昨年は要望しておりましたチーム養育というのを東京都のほうで制度化していただ

きまして、今、丸一年経とうとしております。いろいろなことがありますけれども、ぜひ

これを充実したものにするために、我々頑張ってまいりますので、東京都の方にもよろし

くお願いしたいと思っております。 

 今回の要望につきましては要望書のとおりなんですけれども、計画の見直し、チーム養

育の充実、発展に加えて、今年は特に、子どもたちの教育保障というところの旗をあげさ

せてもらっております。小学校と中学生については、塾の費用をぜひつけていただきたい

という思いでお願いしているところです。中学生については塾の費用をつけていただいて

ますのでありがたいんですが、小学校と高校生がついておりませんので、ぜひお願いした

いと思っております。子どもたちはどうしても学習に欠けるというか、学力が低くなって
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しまう、いろんなことでなってしまう子が多いもんですから、ぜひそこのところをお願い

できれば、我々は一生懸命養育に努めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いした

いと思います。以上がポイントですが、養育家庭の会からの要望になります。 

〇司会（武市財務局長） どうもありがとうございました。要望書におきましては、４点

のご要望をいただいたところでございます。では、まず初めに知事のほうからお願いをい

たします。 

〇小池知事 では、私のほうから、２点お話しさせていただこうと思います。まず、家庭

養護推進に向けた社会的養護推進計画の見直しでございますが、この見直しを行わせてい

ただく予定でございます。そこで、計画策定にあたりましては、皆様方からぜひともご意

見をいただきたいと、皆さんのご意見を反映したいと考えております。そしてまた、都と

して家庭で適切な養育を受けられない子どもへの支援を行うことが重要であるという認識

のもとで、引き続きしっかり対策を講じていきたいと考えております。 

 それから、養育家庭の支援体勢、チーム養育ですけれども、この拡充と発展についてで

ございます。都におきましては、児童相談所を中心に、里親委託や支援の業務、補完する

民間の専門機関を設置いたしまして、今年度から里親委託等調査員、これを世田谷区の児

相を除きます10の児童相談所に配置をいたしまして、里親委託を総合的に推進する体制を

強化しているところでございます。引き続き社会的養護を必要とする児童の里親への委託

の推進、都としても取り組んでまいりたいと考えております。私から以上でございます。 

〇司会（武市財務局長） それでは、福祉保健局長、お願いをいたします。 

〇内藤福祉保健局長 私のほうから。先ほど、お話では触れられなかったんですが、要望

書にある２点目の特別区との整合性、一体性の部分について、お話しさせていただきたい

と思います。現在、児童相談所の設置を希望する特別区さん、幾つかあろうかと承知して

おります。希望する区の状況を踏まえながら、都としては、まさに子どもの福祉、子ども

を守るという観点から、都とか区とかではなく、まさに社会全体で子どもを守っていく、

こういった観点から、知事のご指示もあって、条例策定に向けた作業もしてますし、主体

に関わらず、全体で子どもを守っていく、こういった観点から、各希望する区さんとも調

整させていただければと思っております。よろしくお願いしたいと思います。 

 それから、子どもたちに対する教育保障についてでございます。特に、社会的養護を必

要とする子どもたちにとって、教育保障、学習支援の必要性、これが高いということは承

知しております。また、そうした中で、社会で自分の能力を生かして自立していくため、

そのサポートを現在、皆様方、養育家庭の方々が、まさに日々、様々な形でご努力いただ

いていること、本当に深く感謝しております。ありがとうございます。まさにその実態の

把握をまず行わせていただきまして、支援につなげていけるような取組を行なってまいり

たいと考えておりまして、今後、その実態把握に際しましては、調査等で様々ご協力をい

ただくことになると思いますが、ぜひともその節はよろしくお願いしたいと思っておりま

す。私からは以上でございます。 
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〇司会（武市財務局長） 私ども、まずご用意させていただいているご回答、以上でござ

いますが、せっかくの機会でございます。何かありましたら、どうぞ遠慮なく。 

〇東京養育家庭の会 私のほうから、せっかくの機会でございますのでいくつか申し上げ

させていただきますけれども、初めに、先ほど局長のほうからご回答ありました里子たち

への教育保障につきましては、これもご案内のように、子どもの貧困問題の最前線の課題

だというふうに私どもは認識しておりますので、本当にこれ、よろしくお願いしたいと思

います。 

 それからあと、チーム養育につきましては、私ども、先ほど理事長が申し上げたとおり

ですが、一歩前進だというふうには考えております。大変ありがたい体制だというふうに

思っておりますけれども、昨年、私、知事に申し上げたこともあったかと思うんですが、

そこを踏まえて、あえて申し上げますと、まだまだ東京都の児童相談所って、仕事を抱え

過ぎじゃないかというふうに思います。もっと民間に委ねてもいいんじゃないかというふ

うに思っています。東京都の児相って、だいぶ人数も増やしていただきまして、体制の充

実もできてきてるんですけど、しかし、やっぱりまだまだ児童福祉士１人当たり百数十件

の案件を抱えているというふうに言われていますけれども、アメリカの私の知り合いなん

かですと、同じようなソーシャルワーカーで、だいたい１人30件ぐらいですよね。ですか

ら、そういう意味では、東京都の児相って、もしかしたら世界一忙しい児相かもしれんと

いうふうに思ったりもするんです。そういう中で、児相が私ども里親支援をやるというの

は、なかなか正直しんどいんだと思うんですね。虐待家庭の対応がどうしても仕事の大方

になりますし、向こうはやっぱり命の危険がありますから、施設とか、私ども里親に委託

をされますと、どうしても優先順位が下がってくるというのはやむを得ないところだと思

いますし、児童相談所のほうで、子どもをどういうふうに育てていくかというところまで、

なかなか手が回らないというのもやむを得ないのかなというような気もいたしますので、

そこは、私どもとしては、今のチーム養育、もっと民間といいますか、施設も含めて、民

間を中心に発展させていくような方向でお願いできればありがたいと思いますし、そうや

って持っていけば、国が今しきりに言っている、いわゆるフォスタリング機関、里親のリ

クルート、それから里親と里子のチームから、そういった里親回りの仕事をまとめて民間

に持っていくような、そういう体制も可能になってくるのかなあというふうに思いますの

で、ぜひ今回の社会的養護推進計画の見直しにおきましては、そういった展望も、もちろ

んすぐにできるものではないんですけども、何年か時間はかかると思うんですが、そうし

た展望もぜひ盛り込んでいただければありがたいなというふうに思っております。よろし

くお願いいたします。 

〇司会（武市財務局長） どうもありがとうございました。引き続き、意見交換をしなが

ら進めさせていただきます。では、最後、理事長。 

〇東京養育家庭の会 チーム養育のところですね。これは、実例を話しますと、今、中高

生、特に私の言うことなんか、聞いたことないんですね。聞かないんです、全然言うこと。
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ところが、チーム養育で施設の先生が来てくれたり、児相の先生が来てくれると、まあ、

言うこと聞く。本当に子育てが楽しくなるというか、にきび面がかわいく見えてきますん

で、ぜひ、里親だけに子どもを任すというよりも、いろんな人が応援に入って、いろんな

ことを言っていただければ、本当に変わりますので、ぜひこれ、児相の先生とか、東京都

の関係者の方に分かっていただきたいと思っております。本当にかわいくなるんですよ、

にきび面が。そんなところですので。そんな経験、たぶん皆さんしていると思いますので、

一言ずつ、時間の限り。 

〇東京養育家庭の会 私のところも、やはり今、不登校で、明るい不登校で、アルバイト

をして友だちと遊ぶんですけど、学校には行かないというような状況があるんですけど、

やっぱり今度のチーム養育で、施設の里親専門相談員の方が来てくださるようになったん

ですね。そうすると、やっぱり施設でも大変なお子さんを育てていらっしゃるので、子ど

もにあったアドバイスとか、子どもにあった私たちへの指導とかをしていただくというこ

とで、やっぱり同じ状況で子育てをしている方がやってくださるって、とってもぴったり

くることをしてくださるので、里親専門相談員の方が私たちのところに来てくださるよう

になったことは、非常に高評価をしていますし、里親会全体でお話ししたときも、非常に

里親専門相談員の方々がやってくださることで、子どもにぴったり合う指導をしてくださ

るということで、評価が高いです。里親専門相談員の方たちも非常に勉強してくださって

いて、子どもの状況に合った指導をしてくださっているので、ぜひこの制度を続けていた

だくようにお願いしたいなというふうに思っております。 

 私は世田谷で里親をしております今井と申します。うちは、中高生の女の子ばかり、今

までずっと預かっておりまして、15人ほど、今まで８年間で預かりました。やっぱり中高

生から来るという子たちは、ほとんどが虐待かネグレクトか、そういう形で長い期間、そ

ういった家庭にいるものですから、やはり一般の家庭に来るとだいぶギャップがあって、

馴染みがなかなか難しいところがあります。ただ、そういう子たちですから、なかなか施

設ではうまく馴染めないということもあって、家庭の中でなんとかしようと思うんですけ

ども、その中で、今までは非常に私と家内とで苦労した点もあったんですけども、このチ

ーム養育が始まったことによって、また施設の外部の里親専門員さんが来てくれて、それ

でいろんなお話を違う目からしてくれると、やはりそういった子たちもだいぶ考えに違い

が出てくる。いろんな相談を、さすがに初めて会った大人にするよりかは、そうしたこと

をいつも聞いている人たちに話をしやすいというのが、やっぱりあるみたいなんですね。

そういうところで、非常に会話が生まれて、子どもたちも変わるだろうと。今、世田谷も

４月から本格的にやらせていただいているんですけれども、そういったような状況が少し

ずつ出てまいりました。ご存じのとおり、世田谷は新しい児相となるんですけども、今、

我々、世田谷に住む里親も、このチーム養育はぜひ続けてほしいということで、いろいろ

とお願いしているところでございます。一括して今後、いろいろとお願いできればと思い

ます。 
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 我が家は今、幼稚園生から巣立った22歳の大学生がいます。奨学金制度が東京都でもや

っていただいて、返さなくていい奨学金制度が増えてきているので、そこはすごくありが

たいと思っております。ありがとうございます。ただ、その先の精神的な面で、僕は一人

なんだということを、里親家庭で育ったので僕は一人なんだというところの支援がまだな

くて、今、そういった巣立った子が、20代のお子さんが集まって、ユースということで集

まって、いろいろこれから発信をしていこうということをしております。そこは、これか

ら里親さんを増やすには、当事者が発言するという意味で、とてもこれから必要なのかな

あと思っておりますので、そういった場をまた与えていただけるとありがたいと思ってお

ります。よろしくお願いいたします。 

 東久留米で里親をしております。私のほうから１つ、チーム養育のほうの施設のアドバ

ンテージというところで少し付け加えをさせていただければと思っているんですけれども、

日本の福祉の中で、家庭養育が推進されていないということで、たびたび国連のほうから

も勧告を受けてきています。そのことに対して、国をあげて少し違う方向を向いて動いて

いこうという形にはなっていますが、その中で、やはり施設が悪者であるような考え方も

出てきているように思うんですが、その視点についてちょっとお話しさせていただきたい

と思うんです。場があるということは、すごく日本にとっては、実は、これが有用なリソ

ースじゃないのかというふうな捉え方をしていて、施設を場として利用する、それの知見

の積み重ねを続けてきた場として利用していくという考え方が、先ほど藤井さんのほうか

らもお話しさせていただきましたけれども、民間団体を上手に使って、児童相談所の負担

を軽減するというところにつながるのではないかと思っています。場というものが、昨今

非常に強調されてきていますけれども、様々な福祉とか、リソースが視覚化できるという

ことは、非常に強みなんじゃないかなあと思っているので、今まで、もしかしたら施設が

日本の福祉のマイナス点のように見られていたんですが、そこを逆手にとって、上手に利

用していっていただけるような制度づくりをしていただければと思っています。よろしく

お願いします。 

〇司会（武市財務局長） 現場の貴重な声、どうもありがとうございました。また、引き

続き、いろいろ連携させていただければと思っております。それでは、以上をもちまして

終了とさせていただきます。どうもありがとうございました。 

（東京養育家庭の会 退室） 

 

 


